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クールだけど本当は一途な騎士様に、今日も溺愛されてます！
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第一章　苦い社交界デビュー












「いよいよこの日がきたわ……！」

　大きく開いた胸元と、白い肌を飾るネックレスを指先で撫でて、少女は緑色の瞳を輝かせる。

　彼女の名はメイヴィス・シュトアレン。つい先月十七歳を迎えたばかりの、初々しくも可愛らしい少女だ。

　生家のシュトアレン家は伯爵位と、多くのひとが行き交う交易路を備えた領地を預かっており、そこそこ裕福だ。三歳年上の兄とともに両親に可愛がられ、なに不自由なく育ってきた、生粋の貴族令嬢である。

　そして今宵は、彼女の正式な社交界デビューの日でもあった。

　身内が開くパーティーには十五歳の頃から顔を出していたが、本格的なデビューは女学校を卒業したらと決めていた。

　今日がようやくその日だ。しかもデビューする会場は、幼い頃からの婚約者――ジェフリー・ラディッソンの家で行われるパーティーである。

（ジェフリー様……）

　その名前を浮かべるだけで甘くときめく胸を、メイヴィスはそっと押さえる。

　――二人が出会ったのは、もう十四年も前のことだ。両家の両親が家族ぐるみでピクニックへ出かけたことがきっかけで、ジェフリーとメイヴィスの婚約は決まった。

　なんでも当時三歳のメイヴィスは、初対面にもかかわらずジェフリーによく懐いたというのだ。ジェフリーもまた、自分の名前を呼びながら歩み寄ってくるメイヴィスを気に入ったらしく、挨拶をした一時間後には、原っぱを追いかけっこしたり、花冠を一緒に編んだりする関係になっていたらしい。

　両家の両親としては、同い年である息子同士を仲良くさせようとしたらしいが、思いがけずメイヴィスが懐いたことで、いっそ大きくなったら結婚させたらどうだろうか、という話になったそうだ。

　同じ伯爵家同士で、領地も近い。家柄も身分も年齢も、すべてにおいて釣り合いが取れている。両親同士が仲がよかったこともあり、話はトントン拍子に進んだ。

　メイヴィスが十歳、ジェフリーが十三歳のときには婚約式も行われ、二人は大々的に将来を約束した仲としてお披露目されたのである。

　もっともジェフリーは婚約式後、すぐに王都の騎士養成学校に入学した。

　ジェフリーの生家であるラディッソン伯爵家は、広い荘園や畑を持つ裕福な家だ。そのため本来なら、嫡男であるジェフリーは領地経営を学びながら、領地で生活していてもおかしくない。

　だが若いうちは王都で見識を広めたほうがいいというジェフリーの父の判断と、ジェフリー本人の『精神鍛錬がしたい』との希望から、彼は王国騎士の道を志すことになった。

　学校でも優秀な成績を収めたジェフリーは、努力の甲斐あって、現在は近衛兵として王宮に務める立派な騎士となっている。

　弱冠二十歳ながら一個隊の隊長職も拝命しており、国王の信頼も厚いと有名だ。三歳になった王太子もたいそう懐いているともっぱらの噂で、近々剣の指南役を仰せつかるかも、と囁かれている有望株でもある。

　そんな噂を聞けば聞くほど、いずれ彼の妻となるメイヴィスは鼻高々にならずにはいられない。

　幼い頃はジェフリーをもう一人の兄と慕っていたメイヴィスだが、婚約式を済ませる頃には、彼の姿を見るだけで胸がドキドキし、会えない日々が続くと食欲も失せるほど、ジェフリーへの恋心に目覚めていった。

　ジェフリーの家から彼の肖像画が届くたびに、キャンバスに描かれた凜々しい姿に繰り返し恋に落ちて、年頃になる頃には、すっかり彼に夢中になっていたのである。

　――その彼のエスコートで、多くの要人や名士が集まるパーティーに参加し、華々しく社交界デビューをする……！

　考えるだけで、メイヴィスはうっとりと緩んだ顔になってしまう。

　愛するひとに導かれ、大人の世界に飛び込んでいくのだ。これ以上ない最高のシチュエーションであると言えるだろう。

　――が、しかし！　あいにくと浮かれているわけにはいかないのだ。

　悲しいことだが、メイヴィスにとっては大きな懸念がある。

（去年もそうだったけれど……。ジェフリー様がまたわたしと目を合わせてくれなかったら、いったいどうしたらいいのかしら）

　――メイヴィスが思い悩むのには理由があった。

　去年のちょうど今頃のこと。女学校の夏期休暇を利用し実家に戻ったメイヴィスは、先方のご両親から招待を受け、ジェフリーの家のパーティーに参加した。

　正式なデビューをしていないため、襟の詰まった地味なドレスで参加したメイヴィスだったが、主催者であるジェフリーの両親に丁寧に挨拶し、その他の顔見知りとも笑顔で挨拶を交わした。

　生来の美貌はもちろん、誰に話しかけられてもにこっと微笑む愛らしい様子に、ほとんどの人間が好感を抱いた。独身青年が何人か「踊りませんか？」と声をかけてきたほどだ。

　デビュー前なのでダンスは断ったが、デビュー後は必ず踊りましょう、と約束を取りつけるひともいたので、異性の目にもそれなりに魅力的に映っていたのだと思う。

　だから、そのときのメイヴィスは決して不細工だとか、目も当てられない格好をしていた、というわけではないと思うのだ。ジェフリーの両親も、すっかり立派な令嬢になって、とても美しいわ、と褒めてくれたし……

　――それなのにジェフリーは、顔を合わせた最初の挨拶で「ああ」と返事をしたきり、メイヴィスにまったく見向きもしなかったのだ！

　それはもう、すがすがしいほど、メイヴィスではない明後日の方向を向いて、彼女のことを視界にすら入れようとしなかったのである！

　それだけでもショックなのに、ジェフリーはあろうことか、ほかの令嬢たちとは親しげに会話し、ダンスまで踊っていたのだ……！

　しかもメイヴィスにはほとんど向けなくなった、蕩けるような笑みまで浮かべて!!

（ど、どうして、ジェフリー様……わたしのことが嫌いになってしまったの!?）

　真相を知ろうにも、メイヴィスが近づいていくと、なぜだかジェフリーはすーっと姿をくらませてしまう。デビュー前に長時間パーティー会場にいるわけにもいかず、そのときは帰ったが、その後は顔を合わせる機会もないまま、涙ながらに休暇を終えることとなってしまったのだ。

　――そんなことがあったものだから、新学期を迎えたあとはひどかった。

　同級生の中でも、兄姉が先にデビューしている家の令嬢は、社交界の動きをいち早く掴むことに長けていた。

　彼女たちはメイヴィスを見つけるなり、にんまり笑って囁いてくるのだ。

『あなたの婚約者の騎士様、そうとう浮名を流していらっしゃるみたいね？　パーティーで会っても見向きもされなかったのでしょう？　おかわいそうなことね』

　……休暇が始まる前は、そのようなことを吹き込まれても『なにかの間違いよ』『ただの心ない噂だわ』と流せていた。

　けれど、実際にジェフリーが多くの女性に微笑みかけ、楽しげにダンスを踊る姿を見てしまったあとでは、反論の言葉も思いつかない。さしものメイヴィスも怒りと悲しみでおかしくなりそうだった。

　取り乱さずにいられたのは、ひとえに『ここで本当に狼狽えては、よけいに面白おかしく噂されてしまうだけだわ！』と考え、踏ん張ったためだ。

　それため表面上は冷静でいられたが……実際は腸はらわたが煮えくりかえって仕方なかった。ジェフリーが舞踏会で誰それと踊ったとか、王家主催の狩りで公爵家のお姫様をエスコートした、という噂が聞こえてくるたび、髪の毛をぐしゃぐしゃにしたり、叫び声を上げたりしたくなったものである。

（――昔はあんなに仲がよかったのに！　子供の頃は、それこそ週末ごとに顔を合わせて、ピクニックに行ったり湖にボートを浮かべたり……お互いの兄弟より長い時間を一緒に過ごす仲だったわ！　ジェフリー様だって『ジェフお兄様』って呼んでいいよって、見惚れるような笑顔で言ってくれたのにぃぃいいい!!）

　さすがに大人になった今では、婚約者を『お兄様』呼ばわりはしないけれど。

　それでも二人きりになったときくらいは、『ジェフ』と愛称で呼んで甘えてみたい。

（……なのになのになのに！）

　ジェフリーは二人きりどころか、メイヴィスと一緒にいることすら避けている有様である！

　悶々としながらも、メイヴィスはその原因を必死に考えた。

　結果、

（もしかしたら、わたしが子供っぽいから嫌われたのかもしれない……）

　と結論づけた。

　実際、メイヴィスは美しいと言うより可愛いという容姿をしていて、もっとあからさまに言うと、童顔なのだ。背も平均より低いために、実年齢より年下に見られやすい。

　一方のジェフリーは騎士養成学校に入ってからというもの、背はもちろん、肩幅も手足もとても大きく立派になって、並の男性よりずっと存在感がある。

（二人並ぶと婚約者同士というより、大人と子供に見えてしまうのかも。それで、ジェフリー様は『見栄えが悪いから』と、わたしを遠ざけているのかもしれない……！）

　それからというもの、背が伸びるように牛乳を日に何度も飲んだり、大人っぽい所作を身につけるため流し目の研究をしてみたりと、できる限りの努力をしてきた。淑女教育にも一心不乱に打ち込み、おかげで女学校は首席で卒業する運びになったほどだ。

（大人っぽいドレスも化粧もバッチリのはず……！　自信を持つのよ、メイヴィス。きっと今宵はジェフリー様もわたしを見直してくださるはずだわ！）

　よし、と今一度気合いを入れて、メイヴィスはケープを羽織る。そして馬車が待つ玄関へ、ほとんど戦いに挑む戦士のような心持ちで降りていった。

　玄関ホールにはすでに支度を終えた家族が待っていた。メイヴィスの兄ロイが窮屈そうにタイをいじるのに、父テリーも同じような顔をしている。それを、母ミリアムがにこにこしながら見つめていた。

「――まぁ、とても素敵にできたわね、メイヴィス。でもちょっと背伸びしすぎのドレスじゃなくって？」

　メイヴィスが階段を降りてくるのに気づいたミリアムが、娘の装いを見て目を丸くしてくる。

　母が言うこともわかる。普段のメイヴィスはピンクやパステルブルーなどの、明るくふんわりした色を身につけることが多いのだ。

　しかし今日のメイヴィスのドレスは、青みがかった紫色。宵の空をイメージしており、銀色に光るビーズや、たなびく雲を表したレースがたっぷり使われている。落ち着いた色合いながらハッと人目を引く、大人っぽいデザインだった。

「いいの！　デビューのドレスは紫色って、昔から決めていたから」

　メイヴィスが胸を張ると、兄ロイがにやりとしながら尋ねてきた。

「もしかして、ジェフリーの瞳の色が紫色だからか？」

　メイヴィスが堂々と「そうよ」と答えると、ロイはあきれたように肩をすくめる。

「本当にメイはジェフリーのことが好きだよなぁ」

「あらあら、結婚相手のことが好きなのはいいことじゃないの」

　コロコロと笑う母に「そうだな」と頷いたのは、父テリーだ。

「メイヴィスも無事に女学校を卒業したことだし、結婚の話も具体的に詰めていかなければいけないだろうなぁ」

　――メイヴィスの婚約が決まったのは彼女が三歳のときだったので、幼い頃から、その日がくることは父もわかっていたはずだ。

　それでも娘を嫁に出すことが現実味を帯びてくると、テリーは少しさみしそうな雰囲気を出した。

　一方、抑えきれないいらだちを表したのはロイである。

「しかし、ジェフリーはこのところ浮名を流しすぎだ。メイが卒業したら結婚だと、あいつだってわかっているはずなのに。あまりに節操がないと思いませんか、父さん？」

「むむ、まぁ、確かになぁ」

　全員そろったところで馬車に乗り込みながらも、伯爵家の面々は話を続ける。

「逆に、結婚が決まっているからこそ、独身のうちは自由に遊んでおこうと思っているんじゃないか？　そういう男は、いざ結婚したあとは妻を大事にするものだぞ」

　腕組みしたテリーはしかつめらしい顔でそう言うも……

「あらまぁ。身に覚えがある、みたいな言い方ですわね、あなた？」

　と、扇を広げた妻から鋭く突っ込まれると、途端に明後日の方向を向いた。

「ん？　んんっ、それは、まぁ、ほら、な？」

　たちまちしどろもどろになるテリーに、メイヴィスは思わずぷっとふき出す。母ミリアムもすぐににっこりして、夫に向け扇をパタパタさせた。

「いやですわぁ、そんな焦ったお顔をして。あなたに限ってそんなことはないと、わたくしは信じておりましてよ」

「んんっ、ん～、そうか、うん」

　上品に笑う母と、口ひげを震わせてそわそわする父を前に、兄がやれやれとため息をつく。だがメイヴィスは両親の様子をうらやましく見つめていた。

　場合によっては冗談では済まないやりとりを軽口の応酬として楽しめるのは、それだけ仲がよいからに他ならない。実際、シュトアレン伯爵夫妻は社交界きってのおしどり夫婦として有名だった。

　メイヴィスもジェフリーと、両親と同じ……いや、それ以上の関係を築きたいと、ずっとずっと願ってきたけれど。

（……弱気になっては駄目よ、メイヴィス・シュトアレン。装いがいくら完璧でも、笑顔がなければ意味がないわ。待ちに待った社交界デビューだもの。うんと楽しむくらいの気持ちでいないと！）

　かくして、伯爵家の馬車はジェフリーの生家、ラディッソン伯爵家が治める領地へと入っていく。

　屋敷が近づいてくるたびに胸をドキドキと高鳴らせながら、メイヴィスはぎゅっと両手を祈りの形に握りしめるのだった。










　パーティーは盛況だった。奥に控える楽団が楽しげな音楽を奏でる中、多くのひとが飲み物を片手に談笑している。すでにダンスも始まっているようだ。

「シュトアレン伯爵、ミリアム夫人！　よくぞおいでくださった。ロイとメイヴィスも元気かね？」

　メイヴィスたちにさっそく気づいて、主催者であるジェフリーの父、ラディッソン伯爵が妻を伴いやってくる。盟友でもある伯爵と父テリーはがっちり握手を、夫人同士も親愛のハグとキスを交わした。

「デビューおめでとう、メイヴィス。とっても素敵なドレスだわ！」

「ありがとうございます、ラディッソン伯爵夫人」

「あら、そんなかしこまった言い方をしなくてもいいのよ。あなたはいずれうちに嫁いでくるわけだし。これまで通りレニエおばさまか、お義母様と呼んでくれてもよくってよ」

　気さくに声をかけてきたジェフリーの母――ラディッソン伯爵夫人レニエは、そう言うとすぐにキョロキョロと会場中を見回した。

「まったく、メイヴィスがこれだけ可愛くしてきたというのに、うちの馬鹿息子は……ああ、あそこにいたわ。ジェフリー！　早くいらっしゃい！」

　愛しい婚約者の名前に、メイヴィスの胸がドキンと跳ね上がる。

　振り返ると、大勢の中でもひときわ目立つ長身が、ゆったりした足取りで近寄ってくるところだった。

（……ああ、最後に見たときより、いっそう素敵！）

　散々だった去年のパーティーのときも、堂々とした出で立ちに感嘆のため息を抑えきれなかったものだが、今宵はそのとき以上だ。

　去年は短かったジェフリーの髪は少し伸びて、うなじあたりにさらりとかかっている。

　明かりの近くを通るたびキラキラ輝く金髪は、相変わらず癖もなく美しい。

　鋭利なまなざしは長身も相まって、ともすれば見る者を威圧する雰囲気に満ちている。

　だが長い睫毛に彩られた彼の紫色の瞳が、メイヴィスは昔から好きだった。

　もっと言えば、ちょっと厳つく見える顔つきも、引き結ばれた口元も、がっしりした肩幅も、厚い胸板も、大きな手と長い足と白を基調とした近衛騎士の制服をカチッと着こなすその立ち姿も――メイヴィスは鼻血が出るほど大好きだった。

（というか、今日は近衛騎士の制服姿なのね。素敵……！）

　王族の身辺警護を主とする近衛騎士は、騎士としての腕だけでなく、家柄や容姿も重要視される。

　不機嫌な顔だとやや怖く見えるジェフリーだが、笑うと目元が甘く和んで、端正な容貌が一気に花開くのだ。

　そのギャップに射抜かれた者は多かったのだろう。彼が花形である隊長職を拝命したのも、そのあたりが関係しているのは間違いないと思えた。

「もう！　シュトアレン伯爵家の方がいらしたら、広間に入る前にメイヴィスをエスコートするようにと、あれほどきつく言っておいたのに……！　今更のこのこやってくるなんて、恥を知りなさい」

　だがジェフリーの実の母親であるレニエ夫人は、息子の美貌にうっとり見惚れることはまずない。今も、近寄ってきたジェフリーのうしろに素早く回り、客人たちに気づかれないよう、息子の腰に扇をドスッとめり込ませた。

　ジェフリーは一瞬眉を寄せたが、すぐに小さく微笑みを浮かべて、まずメイヴィスの父テリーに頭を下げる。

「ご無沙汰しております、シュトアレン伯爵。今宵はお嬢様の社交界デビュー、誠におめでとうございます」

「うむ。エスコートは予定通り君に任せよう」

「メイヴィスはこの日を楽しみにしていたの。是非踊ってやってちょうだいね」

「かしこまりました、伯爵、ミリアム夫人」

　礼儀正しく一礼したジェフリーは、ようやくメイヴィスと目を合わせる。

　紫の瞳に正面から見つめられて、メイヴィスの胸は本日何度目かの甘いときめきを覚えていた。

「ご、ごきげんよう、ジェフリー様。本日はよろしくお願いいたします」

　最初こそ声が裏返ってしまったが、その後の言葉はなめらかに続いた。片足をうしろに引いて、ゆっくり腰を折るお辞儀も完璧だ。見守っていた周囲のひとから「ほぅ……」とため息が漏れるのも確かに聞こえた！

（これならきっと、ジェフリー様もわたしを見直してくれるはず……！）

　が、顔を上げたメイヴィスは、さっそく期待を裏切られた。

　ジェフリーは先ほどまでの笑顔をすっかりと消してしまい、目線は相変わらずどこか別の方向を向いている。メイヴィスの挨拶にも素っ気なく「ああ」と頷くだけだった。

（ぜ、前回のときと、まるっきり同じ反応……！）

　ガーン、とメイヴィスは危うくふらつきそうになる。

（せめて綺麗とか可愛いとか、一言あってほしかった……っ）

　恋する乙女は少しのことでも大いに傷つく。というより、年頃の娘であれば、婚約者につれない態度を取られたら、普通は泣きたくなるものだろう。

「や、やだわぁ、メイヴィスがあんまりに可愛らしいから照れているのかしらね！」

　レニエが額に青筋を立てながら、先ほどよりずっと強い力で息子に扇を突き込む。

　そのとき、ちょうど楽団の音楽が終わって、それまで踊っていた人々が礼をした。

「ささ、次の曲が始まるわ。ジェフリー、さっそく踊ってきなさい！」

　レニエに促されて、ジェフリーはメイヴィスの手を取り、踊りの輪の中へ歩いていく。

　だが相変わらず視線はこちらには向けられない。それどころか、手もしっかり重ねるのではなく、指先をちょっとつまんだだけ、という有様だ。

（わ、わたしに必要以上にふれたくない、ということ……!?）

　戸惑いながらもお互い向き合い、ダンスの形を取る。ジェフリーはやはりこちらを見ようともしない。メイヴィスがいくら背伸びしたところで、もともと頭一つ分の身長差があるのだ。こちらを見てくれないと会話もままならない！

（うぅぅっ、いったい、どうしてこうなるのよぉおおお……！）

　踊り始めても、踊り終わっても、やはりジェフリーの視線は明後日の方向に固定されたまま。唇も硬く引き結ばれていて、メイヴィスが必死に話しかけても、せいぜい「ああ」「そう」「ほぅ」と返ってくるだけ……！

　そして曲が終わるとこれ幸いとばかりに身体を離し、メイヴィスを両親のもとへ連れていって、さっさと離れていってしまった。

　それで奥へ引っ込むなら単なる社交嫌い、人嫌いで済むけれど、どこぞのご令嬢が親しげに声をかけてきたとき、にっこり微笑んで会話を始めるのを見ては、もうメイヴィスも平静ではいられない。

（わたしとは目も合わせないのに、あれだけの女の子に囲まれてにこにこしているなんて……!!）

　メイヴィスだけではなく、彼女の両親もさすがに気分を害したようだ。

　ミリアムは「あれはどういうことなのかしらね」と困惑顔で首を傾げていたし、テリーも「この様子で結婚話を進めるのはなぁ」と渋面になっている。

　ジェフリーの両親であるラディッソン伯爵とレニエは、かわいそうなくらい真っ青になって何度も謝り、メイヴィスが恥を掻かないよう、親戚筋の若者を捉まえてきてダンスの相手をさせた。

　若者たちはメイヴィスを見るとたちまち喜色を浮かべ、「こんなに可愛いお嬢さんと踊れるなんて運がいい」と微笑んでくれた。

　半分はお世辞かもしれないが、それでも『可愛い』と言われるのはやはり嬉しい。婚約者に見向きもされなかったあとだけに、なおさらだ。

（夢にまで見た社交界デビューの夜だったのに……！　ジェフリー様の馬鹿ああああ!!）

　表向きにっこりと笑みを浮かべながらも、心の中では涙の嵐に見舞われていたメイヴィスであった。

















第二章　屈辱の結婚式












　本格的な社交期の時期が近づき、シュトアレン伯爵家は領地を離れ、王都の屋敷へ居を移した。

　同じ頃、ラディッソン伯爵家も王都に移ったらしく、落ち着いたらまたお茶でも、という手紙が届いた。

　おそらくその席で結婚式の日取りを決めることになるのだろう、と考えたメイヴィスだったが、それは王都に着く前に両家のあいだですでに決まっていたらしい。

「来月に大聖堂で行うように連絡はつけてあるのだけど……。ごめんなさいね、うちの馬鹿息子が失礼ばかりで。あの子もちょっとは顔を見せにくればいいのに。王都住まいなのだから、その気になれば仕事帰りにこちらに寄ることもできるはずなのよ？　本当に、まったく」

　レニエ夫人がかわいそうなくらい憔悴した様子でため息をつく。彼女自身、ジェフリーのメイヴィスへの態度にそうとう参っている様子だ。

　王都へやってきてすぐ、ジェフリーが生活している騎士団の宿舎へ足を運び、息子を説教しようとしたそうだが、仕事で忙しいと突っぱねられたらしい。

　では休みの日に家にこいと言っても、王太子の遊び相手になる予定だとか、新人の訓練に付き合うからと言って、のらりくらりと逃げ回っているようだ。

「本当にそういう理由で過ごしているならいいのですけどね。この頃のあの子の行状を見ると……」

　とうとうレニエは頭を抱える。彼女自身、息子がどこぞの令嬢としけ込んでいるのではないかと、ひどく思い悩んでいるようだった。

「そんなに落ち込まないで、レニエ。うちの夫が言うには、独身のあいだの火遊びは大目に見るべきなんですって」

「そんなのは自分の後ろ暗い過去を隠すための都合のいい言い訳よ、ミリアム。しっかり問い詰めて、いざというときのために弱みを握っておいたほうがいいわ」

　夫に対し寛容であれというミリアムと違い、レニエは割と容赦がない。

　だが実の息子に対しても辛辣なレニエを見ていると、メイヴィスの口から、実母には言えなかった弱音がぽろっと出てきた。

「レニエおばさま、もしかしたらわたしは、ジェフリー様に嫌われているのではないでしょうか。だから、ジェフリー様はわたしを避けるようになったのではありませんか？」

　すると、レニエはがばっと顔を上げた。

「それは絶対にないわ、メイ！　確かに今のジェフリーを見れば、そう考えるのは至極当然のことだと思うけれど、あの子はあなたが嫌いというわけでは決してないのよ」

　全力で否定されるとは思わず、メイヴィスは逆に驚いてしまった。

「レニエおばさま、どうしてそう言い切れますの？」

「ほかでもないジェフリーがそう言ったからです。あなたのデビュー前、あの子があなたをあからさまに無視したから、わたくしもジェフリーに聞いてみたのよ。『もしかしてメイヴィスのことが嫌いになったの？』と。そしたらあの子、そんなこと聞かれるとも思っていなかったという顔で、『それは絶対にありません』って断言したのよ」

　メイヴィスは目を丸くする。心の中に、ジェフリー様はわたしを好いてくれているんだわ！　という喜びと、それならどうして目も合わせてくれないの？　という不信が、同時に一気にあふれた。

「不思議よね。だからこそ、あの子がどうしてあんな態度を取るのか謎なのだけど……。母親のわたくしですら、あの子がなにを考えているのかさっぱりわからないわ」

　レニエはお手上げだとばかりに天を仰いだ。

　一方のミリアムはちょっと感心した様子で、メイヴィスににっこり微笑みかける。

「よかったわね、メイヴィス。少なくとも嫌われているわけではないわ。結婚してからは二人になる時間もたくさんあるだろうし、仲良くなるのはそれからでも遅くはないわよ」

　ね？　と言われるが、メイヴィスは曖昧な笑みしか返せない。

　ジェフリーに嫌われていないとわかったことは単純に嬉しい。しかし、レニエの言葉ではないが、ジェフリーがなにを考えているのか、メイヴィスにもさっぱりわからないのだ。

（こんな状態で、来月には結婚……。正直、前途多難としか思えないわ）

　はぁ、と知らずため息をついたメイヴィスは、耳ざとくそれを聞きつけた二人の母親に懸命に慰められて、よけいに乾いた笑みを浮かべるようになるのであった。
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　社交期の最中ということで、あちこちで開かれるパーティーや舞踏会、お茶会や音楽会へ出席しながら、結婚の用意も進めるのはなかなか骨が折れた。

　会場の申し込みや招待客の厳選は両家の両親が頑張ってくれたが、一人一人に招待状を書くのは花嫁の仕事だ。祝宴で出す料理や楽団の手配などは母の手を借りつつ、基本的にはメイヴィスが知恵を絞って、それなりに豪華な催しになるよう手を尽くした。

　そして、花嫁側の支度でもっとも力を入れるべきは、ウエディングドレスの用意だ。

　前々から世話になっている仕立屋に出向き、希望のデザインを伝え、何度も足を運んで細かいところまで調整する。宝石店や靴屋にも出向いて、納得のいく品を求めた。

　――そうこうするうちあっという間に一ヶ月が経過し、もう結婚式の朝だ。

　日が昇る前に起床し、朝から湯浴み、洗髪、マッサージ、パックを経て、赤茶色のたっぷりとした髪を結い上げる頃には、もう昼近くになっていた。

　簡単な食事をつまんでからウエディングドレスに袖を通し、同じく正装した両親と兄と一緒に、メイヴィスは大聖堂へ向かう馬車に乗り込んだ。

「夢のように綺麗よ、メイヴィス。……あらまぁ、あなたったら、泣くのは早くてよ」

「うぅっ、そうは言ってもおまえ、大切な娘がいよいよ嫁ぐのだと思うと……くぅ！」

「うわっ、父さん鼻水出ているから。しっかりしてくれよ。そんな調子でちゃんとエスコートできるのか？」

「うわぁあああん、無理だあああああ！」

　おいおい泣く父の姿にメイヴィスは笑ったが、一歩間違えば自分も泣きそうだ。

　両親と離れるのはさみしい。離れると言っても、その気になればすぐに会える距離に住むのだから、なにかあったとしても不安は少ない。だが、だからこそ、おいそれと帰ってはいけないという気がして、心がぎゅっと引き締まった。

　たとえさみしくても、結婚する相手が自分を深く愛していて、何者からも護ってくれるとわかっているなら、ここまで不安に思うこともなかっただろうけれど……

　そう考えると、やはりちょっと悲しい。

　メイヴィスは決してうつむかないよう、意識的に視線を前へと固定していた。










　メイヴィスの社交界デビューのとき、ジェフリーは近衛騎士の白の制服を身につけていた。それも最高に格好良くて似合っていたが、花婿らしく華がある礼服に身を包んだジェフリーは、格好いいを通り越して、どこか神々しく見えたほどだ。

　――惚れた欲目がそう見せるのかもしれないけれど。

（いっそ嫌いになれれば、こんなに苦しく思うこともないのに……）

　父のエスコートでヴァージンロードを歩いたメイヴィスは、花嫁の手が自分に移っても目を合わさないジェフリーに対し、胸がずきりと痛むのを感じた。

　今はヴェールのおかげで傷ついた表情がよく見えないからいいけれど、誓いのキスをする段階になればそうも言ってはいられない。

（というか、誓いのキス……できるの？　こんな状態で？）

　二人並んで司祭のありがたい言葉を聞きながらも、ジェフリーはメイヴィスになど目もくれず、祭壇をじっと睨みつけている。

　だが、あれこれ考えている暇はなかった。司祭の言葉はいつの間にか終わり「では、誓いのキスを」と促されてしまう。

　メイヴィスは複雑な感情を持て余しながら、ジェフリーと向かい合った。

　さすがのジェフリーも明後日のほうを向いたままヴェールを上げることはできなかったようだ。頭一個分小さいメイヴィスに視線を落とし、長く太い指でヴェールの端をつまむ。

　が、不思議なことに、その手はぶるぶると大きく震えていた。

（ど、どうしてこんなに震えて……。もしかしてどこか具合が悪いとか!?）

　心配になったメイヴィスはぱっと顔を上げる。途端、ジェフリーとバッチリ目が合った。

（ああ、久しぶりに見るジェフリー様の紫色の瞳……綺麗……）

　と、こういう状況なのにそんなことを考えられる自分がすごいと思ったのも束の間。

　ジェフリーに思い切りヴェールを引っ張られて、メイヴィスは「痛っ！」と、危うく前のめりに転びそうになった。

「す、すまない……！」

　ジェフリーが慌てて手を離し、メイヴィスの腕を掴んで細い身体を支える。

　彼の大きな手の力と熱さを感じ、心臓が跳ね上がったのは一瞬のこと。ときめいたメイヴィスと対照的に、ジェフリーは火傷でもしたかのように、ぱっと手を離した。

「も、申し訳ない……」

　再び謝ったジェフリーは、メイヴィスの乱れたヴェールに目をやり、直すべきか悩んだ様子であたふたする。

　メイヴィスは一連の動きをぽかんとしながら見ていたが、司祭がゴホンと咳払いしたのを聞き、ハッと我に返った。

　自分でさっさとヴェールを直し、んっ、と唇を突き出す。それを見たジェフリーがなぜだか及び腰になった。

「ジェフリー様、キスです、誓いのキス！」

　小声ながら必死に訴えると、ジェフリーも状況を思い出したのだろう。ハッと息を呑んで、メイヴィスの唇を見つめてきた。その喉仏がごくりと上下する。

　だがジェフリーはなぜだか硬直して動かない。焦れた司祭が再びゴホンと咳をした。

　ジェフリーははじかれたように飛び上がり、目を泳がせたあげく――メイヴィスの肩を掴み、あろうことか、頬に口づけてきた。唇ではなく。

　右の頬にちゅっと押しつけられたかと思ったら、すぐさま身体を離され、視線どころか身体ごとそっぽを向かれてしまう。

　あまりに一瞬の、乱暴とも言える誓いのキスに、メイヴィスは傷つくよりも悲しむよりも、ただ驚いて呆然としてしまった。

「……。えー、無事に、これで婚姻は成立いたしました。皆様、祝福の拍手を」

　一瞬すぎる動きだったため、司祭も誓いの口づけが確かに為されたか、確信が持てなかったのだろう。だがもう一度促したところで時間の無駄だと思ったのか、かなりおざなりな感じで、列席者に拍手を促した。

　微妙な空気の中、招待客たちがパチパチと儀礼的に拍手する。本来なら花嫁と花婿は並んで招待客に向き直り、お辞儀をするところだが、ジェフリーはそっぽを向いたままだ。

　ヴァージンロードを歩き外を出るときも腕を組むはずだが、ジェフリーがさっさと先を歩いてしまうので、必死についていくのが精一杯。

　列席した中には女学校時代の同級生や親戚の令嬢たちもいたが、いずれも哀れみ混じりの苦笑を向けてくるので、メイヴィスはだんだん惨めになってきた。

　――やっぱり、ジェフリー様はわたしのことなんて好きではないのかもしれない。

　一方で『かわいそうな花嫁』と見られることには、腸が煮えくりかえるほどの怒りが湧いて、メイヴィスは自分を嗤わらった令嬢たちの顔を脳裏に焼き付ける。いつか絶対、目にものを見せてやると誓いながら。

（――そうよ、ジェフリー様がわたしをどう思っていようと、わたしはジェフリー様のことが好き！　この気持ちは絶対に揺るがないわ！）

　祝いの花吹雪が舞う中、賢明にジェフリーを追いかけながら、メイヴィスは誓った。

（こうなったら、必ずジェフリー様を振り向かせてみせる。愛し愛される夫婦関係になって、大勢のひとから『相思相愛でうらやましい！』と言われるまでに、絶対になってみせるんだから――！）

















第三章　まさかの真相












　結婚式が終わったあとは、新居のお披露目も兼ねて祝宴が催された。

　二人が結婚後に暮らすことになる屋敷は、王都の一角に建つこぢんまりとした屋敷だ。

　ジェフリーの父ラディッソン伯爵が若い頃に知人から買ったものだが、長いこと空き家になっていた。騎士団の宿舎にも近いところだし、新婚のあいだは二人きりで過ごしたほうがいいだろうとのことで、嫡男の結婚を機に改装することにしたのだ。

　おかげで最新の設備がそろえられており、隅々までピカピカに輝いている。広間の大窓を解放すれば庭も楽しめるようになっており、客人を迎えるのにも最適の建物だった。

　新郎新婦とその家族、そして招待客たちが大聖堂から移動してくると、すでに準備を整えて待っていた使用人たちが笑顔で出迎えてくれた。

　ほどなく広間はいっぱいになり、招待客はそれぞれ料理を楽しんだり、楽団の音楽に合わせて踊ったり、思い思いに晴れの日を過ごす。

　主役である新郎新婦は、本来なら二人一緒にいるものだが、ジェフリーが早々に騎士団の仲間に捉まってしまったので、メイヴィスはレニエとともに親戚へ挨拶回りを行った。

「本当にごめんなさい。うちの馬鹿息子が……」

　と何度も謝ってくるレニエを慰めながらも、メイヴィスの心はメラメラと燃えていた。

　悲しみ、落ち込む段階はとうに過ぎ、この祝宴が終わったらなんとしてでもジェフリーを捉まえて、自分を避ける真相を聞き出そうと心に誓う。

（さすがのジェフリー様も、初夜をすっぽかすことはしないだろうし！）

　だが、その企みは思いも寄らないところで頓挫する。

　一通り挨拶回りが終わって、レニエと母ミリアムとともに、飲み物を手に少し休憩していたところ、ジェフリーが難しい顔で近寄ってきたのだ。

「申し訳ないが、国王陛下が火急の用事でお出かけなさるとのことで、身辺警護が必要になりました。このあとすぐに行って参ります」

「身辺警護って……。ジェフリー！　いったいなにを考えているの！　近衛兵はあなた一人ではないのですよ。いくら国王陛下の覚えめでたいあなたであっても、結婚式の日に仕事へ向かうなど、言語道断です。ほかの兵に代わってもらいなさい！」

　レニエが眉を吊り上げて叱りつける。もっともな内容だけに、メイヴィスも深く頷いて同調するが――

「もうそちらに向かうと陛下の従者に言付けしてしまいましたので。では」

　そう言って、ジェフリーは脇目も振らず広間の外へと出ていってしまった。

　引き留める間もなく出ていかれたため、メイヴィスも母親たちも呆然と立ち尽くしてしまう。

　ハッと我に返ったのはミリアムだ。彼女はすぐに娘の肩を叩いた。

「あなたも下がりなさい、メイヴィス。あなたが一人で残っていてはなにがあったのかと思われるけれど、新郎新婦が二人とも会場にいないなら、早々に寝室に引き上げたものだと思われるでしょう」

　その声にレニエも目を瞬かせる。

「その通りだわ。お客様の対応はわたくしたちが行います。とにかく下がりなさい」

　確かに、結婚式の祝宴はほとんど無礼講で、夜遅くまで行われるものだ。だが新郎新婦は早い時間で切り上げ、その後の初夜に臨むのが通例となっている。

　あいにくとジェフリーは出かけてしまい、初夜どころか、夜のうちに帰ってくるかもわからなかったが……

「……わかりました。では、あとはよろしくお願いいたします、お義母様。お母様も」

「次にジェフリーと顔を合わせたときには、地獄を見せておきますからね」

　レニエが低い声で物騒なことを呟くのを聞きつつ、メイヴィスはあくまでにこやかに人混みを抜け、自室となった二階の部屋へ向かうのであった。










　自室へ入り、華やかなピンクのドレスを脱いで湯につかる。朝早くに目覚め、午前中を支度で終え、午後からはずっと結婚式だ祝宴だと動きっぱなしで、正直疲れていた。

　すぐにでも寝台に入って休みたいが、そういうわけにはいかない。

　メイドたちは初夜なのに夫に出ていかれた女主人に同情して「先にお休みになっていても罰は当たりませんわ」と憤ってくれたが、メイヴィスは首を横に振った。

「もう少し待ってみるわ」

　メイドたちも疲れているだろうからと下がらせて、メイヴィスは一人夫婦の寝室に入る。

　夫婦の寝室はジェフリーの私室と、メイヴィスの私室のちょうど真ん中に設けられている部屋で、月の障りや病気のとき以外は夫婦ともこちらで休むことになっている。初夜が行われるのも当然この部屋になる予定だ。

　メイヴィスは窓辺に置かれた椅子に腰掛け、広間から聞こえる祝宴の音を聞くともなく聞いていたが、やがてそれも静かになる。

（お客様は全員お帰りになったみたいね……）

　外から馬車の車輪が回る音や、馬のいななきが聞こえなくなったところで、メイヴィスは立ち上がる。夫婦の寝室から自室に戻ると、厚手のガウンを羽織り部屋靴を履き替えて、静かに廊下に出た。

　玄関へ繋がる大階段の上から、階下を見下ろす。思った通り、客人はみな帰ったらしく、玄関ホールはしんと静まりかえっている。明かりもすでに消されていて、使用人が通る気配もない。彼らももう休んでいるのだろう。

　メイヴィスは少し考え、一度自室に戻る。そして自分の部屋からオイルランプと毛布を持ってきて、玄関ホールの正面の階段に陣取った。

　メイヴィスの作戦はこうだ。メイヴィスを徹底的に避けようとするジェフリーのこと、馬鹿正直に夫婦の寝室で待ったところで、そもそも寝室に近寄ろうとしないかもしれない。

　その点、帰ってきて必ず通る玄関なら、本人を捉まえられる確率は高くなるはずだ。

　うっかり眠り込んでしまっても、基本的に優しいジェフリーのこと、メイヴィスをそのままにしておく真似は決してするまい。

　メイヴィスもいくら疲れているとは言え、誰かが自分を運ぼうとすれば目を覚ますはず。

　それがジェフリーなら、そのまま抱きついて話す体勢に持ち込むし、使用人の誰かなら、ジェフリーが帰ってくるまでここで待つ、と言えば済む話だ。

　風邪を引かないよう毛布を身体に巻き付け、階段に腰を下ろす。夜はまだ冷える季節だけに、足先が冷たくなってきたが、そのほうが眠らずに済むから好都合だ。

　しかし、やはり朝から忙しかったせいで、かなり疲れていたのだろう。絶対にジェフリーと話し合うんだから、という意気込みもむなしく、メイヴィスの頭はまもなく舟をこいでいた。










　――それからどれくらい経っただろう。

「……おい……。メイヴィス、起きろ……起きなさい……」

　弱り切った声とともに肩を小さく揺さぶられて、メイヴィスはハッと目を覚ました。

　いつの間にか眠り込んでいたらしく、毛布は腰までずり落ち、身体は手すりにもたれかかっている。おかげで寒いやらあちこち痛いやらで散々だったが、顔を上げた瞬間、そんな痛みはすぐに吹き飛んだ。

「ジェフリー様！　お帰りになったのね」

　メイヴィスを揺さぶっていたのは、ほかでもないジェフリーだった。近衛騎士の制服に外套を重ね、左手に剣と乗馬用の鞭を携えている。

　本当に今し方帰ってきて、階段でメイヴィスが寝ているのを見て、ぎょっとしたところなのだろう。こちらを見つめる瞳は心配そうでもあり、困惑気味でもあった。

「どうしてこんなところで眠って――」

「あなたを待っていたからに決まっています。今日こそ逃がしませんからね！」

　さっそく手を引こうとしたジェフリーの腕に、メイヴィスはぎゅっと抱きついた。

　その途端に彼の腕が大きく震え、ぶわっと鳥肌が立ったのを、メイヴィスは目ざとく見つける。

（さわるだけで、これほどひどい反応を見せるなんて……！）

　じわっと涙が滲む。だが挫けてはいられない。メイヴィスはキッと視線を鋭くした。

「メ、メイヴィス、はなせ……っ」

　この期に及んで目を合わそうとしないジェフリーに、メイヴィスはますますくっついた。

「いや！　絶対に離さない。離したらまたどこかへ行ってしまうでしょう？　今日こそ全部はっきりさせてやるんだから！」

「は、はっきりって、なにを――」

「あなたがわたしを嫌っているのかそうじゃないかを、よ！」

　メイヴィスの叫びに、ジェフリーは目を丸くして息を呑む。思ってもみないことを聞いたという顔がいっそう腹立たしくて、メイヴィスは怒りのまままくし立てた。

「どうしてわたしを見てくれないの！　どうしてわたしを避けるの!?　パーティーではずっと目を逸らして、手を繋ぐのもダンスをするのも、指先をちょっと握るだけ……挨拶すらないし、話しかけても『ああ』としか言わない……わたしとはもう顔を合わせるのもいやだということ!?」

　玄関ホールにガンガン響くほどの声量に、ジェフリーはひたすら焦った様子を見せる。

「メ、メイヴィス、もう遅い時間だ。そんな大声を出しては……」

「関係ないわよ！　むしろ使用人も起きてきたらいいわ。彼らの前で堂々とわたしのことを嫌いだと言ってくれれば、わたしはもちろん、周囲も無理にお膳立てする必要もなくなるから気が楽になるのではなくって!?」

　腹の底から声を張り上げるメイヴィスだが、もし本当にジェフリーに嫌いと言われたら、と想像して、一気に悲しみが湧き上がってきた。怒りと同じくらい急速に膨らんだ感情のせいで、意図せず涙がぼろりとこぼれる。

　ジェフリーが、先ほどよりずっとぎょっとした様子で後ずさった。

「メイヴィス、さっきからなにを言って……」

「今更とぼけないで！　あなたはわたしのことが嫌いなんでしょう!?　そうとしか思えない！　社交界デビューのときも、その前も、今日の結婚式だって……っ、ジェフリー様に綺麗だって言ってもらいたくて、支度も準備も頑張ったのに、全然……っ、全然、意味がなかった!!」

　言葉を重ねるたびに涙がぼとぼととこぼれて、メイヴィスはついに、溜めに溜め込んだ不満と不安と辛苦を、ジェフリーに大声でぶつけた。

「こんなに惨めな思いをするくらいなら、結婚なんてしなければよかった……！　ジェフリー様の馬鹿ッ！　女ったらし！　わたし以外の女性がそんなに好きなら、今すぐにでもそっちに行っちゃえばいい!!　もう、大っ嫌いよ!!」

「メイヴィス……!!」

　絶対に離すものかと思っていたジェフリーの腕を自ら振り払い、メイヴィスは涙を拭うこともせずに、階段を駆け上がろうとした。

　だがジェフリーの腕が素早く伸びて、メイヴィスの細腰を掴まえて抱き寄せる。

「離して！　今更こんなことされても……。……。んっ……！」

　メイヴィスはこぼれんばかりに目を見開く。いつの間にか正面から抱きしめられる形になっていた彼女は、なぜだか唇にジェフリーのキスを受けていた。

（……ッ!?）

　あまりのことに思考が停止してしまう。結婚式の誓いのキスですら、したのかしていないのかわからないほど、素早く頬にしただけのジェフリーが、今になって唇にキス……!?

「んぅっ……。……ッ……!?」

　思わず悲鳴を上げそうになって口を開けば、そこから舌が挿れられて、奥まで舐め回されてしまうし……！

「？　……ッ？　……ッ!?」

　おかげでメイヴィスは目を白黒させるばかりで、ろくに抗議の声も上げられない。

（で、でも、キスは……結構気持ちいいかもしれないわ……）

　ジェフリーへの恋心に目覚めてからというもの、彼とのキスを夢見たことは数知れない。

　舌を絡めるキスがあることを知ってからは、どんな感じなのかしら、と妄想たくましくあれこれ考えてみたものだけど――

（想像以上に、なんだか、力が抜けていく……）

　口蓋を舐め回され、舌を吸われると、腰のあたりがきゅうっと疼いて、ふわふわした心地になっていく。身体がほぐれると頑なになりかけていた心もほどかれるようで、メイヴィスは気づけば恍惚の面持ちでキスを堪能していた。

　そうしてメイヴィスの口腔をすっかり舐め回し、硬直していた彼女の身体がぐったりしたところで、ジェフリーはようやく唇を離す。

　食らいつくような口づけだっただけに、ジェフリーはさぞ獣じみた顔をしているのだろうと思ったのだが……

「……頼む、メイヴィス。嫌いだなんて言わないでくれ。そんなふうに言われると……ショックが大きすぎて身体の震えが止まらなくなる……っ」

　思いがけず、ジェフリーは弱り切った顔で唇を震わせていた。

　彼の言葉通り、メイヴィスを抱きしめるたくましい腕も激しく震えている。

　普段から剣やら槍やらを振り回し、馬を思い切り走らせることができる立派な体格の男のひとが、真っ青になってぶるぶる震えているなんて。

「ああ……。すまない、すまないメイヴィスっ、それほど不満に思っていたなんて！　本当にすまない！」

「い、痛い！　ジェフリー様、苦し……っ」

「あっ、うわあああ！　すまない、大丈夫か!?」

　潰されるかと思うほど強い力で抱きしめられたメイヴィスは、身体を離されると大きく息を吸い込み、なんとか酸欠を免れた。

　ジェフリーのぬくもりから離れると、キスで忘れかけていた怒りがむくむくと戻ってくる。メイヴィスは涙が残る瞳で強くジェフリーを睨みつけた。

「い、今更……っ、謝ったって遅いんですからね！　わたしがこれまで、どんな思いで過ごしてきたか……」

「すまない。本当にすまない……！　だ、だからお願いだ、嫌いだなんて言わないでくれっ、別れるとか、絶対に言わないでくれぇええええッ!!」

　うわああああっ！　と叫んだジェフリーは、なんとその場に膝を突いて深々と頭を下げてきた。騎士の謝罪の姿勢……というよりは、東方に伝わる土下座に近い格好だ。

　なんにせよ、背が高く大柄な大の男が、妻相手にする姿勢では絶対にない。

「ど、どうしてジェフリー様がそんなふうになるの……いったい今までなにを考えて……」

「すまない！　だが信じてくれ、おれはおまえが言うような女ったらしでは断じてない！」

　鼓膜を震わすような声で断言されるが、メイヴィスも負けじと言い返す。

「うっ、嘘よ！　わたし以外の女性には愛想よく笑いかけて、ダンスだって誘われるまま何曲も踊っていたじゃない！」

「ああ、その通りだ。だがそれは女性慣れするための訓練で、決して下心があったからではない！　こ、こうしておまえに向き合うと緊張で頭が真っ白になってしまうので、それを防ぐために、ほかの女性をおまえに見立て、感じよく振る舞うための練習をしていたんだ……!!」

　……んん？　どういうこと？　と、メイヴィスの中で怒りがわずかに削がれる。

「ほかの女性をわたしに見立てて……なに、訓練？　それってどういう……」

「つまりだな……」

　ジェフリーはすがるような面持ちで顔を上げる。だが彼はメイヴィスと視線がバッチリ合うと、いきなり「うぅああああ！」と叫んで、お尻で床を後ずさった。

「だ、大丈夫!?」

「う、うわぁ、くるなメイヴィス！」

　くるな、とはっきり拒絶され、メイヴィスはガーンと打ちのめされた顔になる。

　呆然と立ち尽くすメイヴィスを前に、ジェフリーもまた「しまった」という面持ちで、顔色をさらに真っ青にした。

「ち、違うっ、勘違いしないでくれメイヴィス！　おまえが嫌いだから離そうとしているのではない！　むしろ――その逆なんだ!!」

「……その逆……？」

「そうだ！　おまえに少しでもふれたら……。いや、もう目線が合うだけで、我慢できずにおまえを貪りそうになってしまうんだッ!!」

「は……？」

　意味がわからない。

「だから、つまりだ……っ」

　頭をかきむしって、最適な言葉を探している様子だったジェフリーだが、やがて「うわあああああ！」とまたまた叫んで、一転して真っ赤になった顔で暴露してきた。

「おれはおまえのことが好きすぎるんだ!!　大好きで可愛くて愛しくて……こうして目の前にいるのを知覚するだけで、気持ちが空回りして頭の中が真っ白になってしまう……！　今だって半分くらいはなにを言っているのかわかっていないが、とにかくおまえのことが好きで好きで今すぐ抱きつきたくて、キスしてペロペロして押し倒したくなるくらい、おまえのことが大っっっ好きなんだッ!!」

　……なぜだろう。熱烈な告白を受けているはずだが、時折挟み込まれる不穏な単語のせいで、いまいち嬉しくない。むしろ、

「え……？」

　という感じで、一歩引いてしまう。

　無意識に腰を引いたメイヴィスを見て、ジェフリーはまた泣きそうに叫んだ。

「ほらぁぁあっ、そうやって引くだろうッ？　引くよなッ？　無理もないッ！　おれ自身、自分で言っていて気持ち悪いとわかるくらいなんだ！　そりゃあ引くに決まっている！」

　――よかった。気持ち悪いことを言っている自覚はあるようだ。

「その自覚があるからこそ！　おまえにそうやって引かれたくなかったし、怖がらせたくなかった！　だからこそ、距離を取って、視線も合わせないようにしていたんだ……！　こ、こうして打ち明けている今でさえ、もう体温が上がりすぎて……っ、くっ、くそぅ、毎日の鍛錬で運動場を百周走ったとしても上がることのない心拍数が、今にも限界を迎えそうになっている……!!」

　そこまでひどいのか……

　メイヴィスはなんだか拍子抜けする。そして青くなったり赤くなったり、天を仰いだり胸を押さえたりと忙しいジェフリーの健康が、微妙に心配になってきた。

「で、でも、いつからそんなふうに……。子供の頃、それこそあなたが騎士養成学校に入る前までは、本物の兄妹以上に仲良くしていたのに」

「ああ、そうだ、その頃はおまえのことを純粋に可愛いと思っていたからだ。……だが、その、おまえが十歳を過ぎる頃になると……む、むむむ、胸が、膨らんできたり、その、女らしい体つきになってきたりしただろう？　そうすると、おれも盛りのつき始めたガキだったので、こう、むらむらっ、と、きてしまったんでな……」

「む、むらむら？」

　呆然と聞き返すと、ジェフリーは耳まで真っ赤になり、乙女よろしく両手で顔を覆った。

「あああ……っ、自分で言っていても変態じみていて本当に恥ずかしいのだがっ。とにかく、そんな状態でおまえに会っても、それまでのように親しく過ごすことはできないばかりか、場合によっては怖がらせてしまいそうで、顔も合わせづらくなってしまったのだ！」

　――確かに、まだいとけない少女の頃に、性的に興奮している様など見せつけられたら、恐ろしすぎてジェフリーを遠ざける結果になっていたかもしれない。

「ちょうど学校に入る年だったし、これ幸いと騎士修業に明け暮れることにしたのだ。鍛錬すればこの懊悩おうのうも捨てられると思って、肉体的にも精神的にも強くなりたくて……！」

　だが、できなかった、と彼は食いしばった歯のあいだから絶望のうめきを漏らした。

「それどころか、休暇で顔を合わせるたびにおまえは美しく可愛らしくなっていく！　おまえが成長すればするほど、おれの性欲は燃えたぎり、恋心をこじらせたあげく、目を合わせることも恥ずかしすぎて、できなくなってしまったのだ……！」

　……大の男のひとが『恥ずかしくて目を合わせられない』などと言い出すことがあるなんて。

　これまでの価値観が塗り替えられていく気がして、メイヴィスはつい額に手をやった。

「じゃ、じゃあ……。ジェフリー様がほかの女性に愛想よく接していたのは――」

「さっきも言ったが、おまえを見ると滾ってしまうこの症状を抑えるための訓練だったんだ……。おまえが女学校を卒業したら結婚ということはわかっていたから、どうにかしてその前に、おまえを前にしてもスマートに会話ができるようになりたくて……っ」

　メイヴィスと同じ年頃の令嬢に声をかけ、スムーズに会話をし、いつ何時でも笑顔を浮かべることができるよう、必死に練習していたらしい。メイヴィスを上手に踊らせたいと思ったため、苦手なダンスを克服しようと大勢と踊りまくり、気の利いた仕草などを自己流で学んでいったそうだ。

　その過程で、すっかり女好きの軽薄男と言われるようになってしまったが、彼本人は最初から最後までメイヴィスのことしか頭になかったという。

「おまえの言う通り、今更ながらの言い訳になってしまうが、おれはおまえ以外の女性に恋情を抱いたことなど一度もない……！　迫ってくる令嬢も何人かいたが、そういうときは婚約者がいることと、彼女とスマートに付き合えるよう訓練をしていたという事情を正直に話した。深い関係になれないと説明し、勘違いさせたことを謝罪した。おまえに対し後ろ暗く思う行為は誰ともしたことはない！」

　きっぱり言い切ったジェフリーだが、いざメイヴィスと目が合うと、やはり挙動不審になってしまい、また「うおおおおおっ！」と叫んで両手に顔を埋めていた。

「うぅっ……。だがおまえに勘違いさせるほど、多くの女性相手に訓練してきたというのに、いざおまえの前に立つとすべてが吹き飛んでしまうなんて……！　あげく、おまえをこれだけ不安にさせてしまったのだから、おれがやってきたことはすべて無駄、むしろ最悪の手段だったとよくわかった……本当に本当にすまない……!!」

　再び深々と頭を下げて、ジェフリーは悔恨の滲む声音で謝罪を繰り返した。

「もう今後は、おまえ以外の女性とは口を利かないし、むしろ目も合わさない覚悟で生きていく！」

「えっ、それはそれで失礼だと思うけれど」

「なんと言われようとかまわない！　この国一番……いや世界一美しく愛おしいおまえに大嫌いだと言われるくらいなら、世界中の女性たちに冷血漢とそしられようとも、おれは一向にかまわない!!」

「そ、そんな……世界一美しいなんて、そんな……。えへ、えへへへ……」

　愛しのジェフリーからはっきり美しいと言われて、嬉しさと照れくささと、まんざらでもない気持ちに見舞われる。おかげで変な笑い声が漏れるのを抑えきれないメイヴィスだ。

　――それに、要約するに、ジェフリーはメイヴィスを嫌っているわけではなかった。

　むしろ好きすぎて空回りする自分をどうにかしたくて、端から見ると最低としか思えない行動を繰り返していたらしい。

　やり方はとても褒められたものではないし、そういう事情があったならもっと早く話してくれればよかったのに、と思う。直接顔を合わせなくても、手紙を出したり、母親を介して伝言したり、やり方はいくらでもあったはずだ。

　とはいえ、メイヴィスと目が合っただけで、鍛錬場を百周走ったときより心臓が痛んでいたくらいなのだ。手紙にしたためるのも、それはそれでプライドが邪魔して難しかったのかもしれない。

　百歩譲って、ジェフリーもそれなりに大変だったのだと、認めるべきであろう。

　自分がとても好かれていたという事実がわかっただけでも、ひとまずよかった。メイヴィスはほっと胸をなで下ろした。

「よかった。ジェフお兄様に嫌われていたわけではなかったんだわ……。あっ、ごめんなさい、子供のときみたいな呼び方をして」

　ジェフお兄様、と呟いた瞬間、ジェフリーがひきつけを起こしたように震えたのを見て、メイヴィスは慌てて謝罪する。

　だがジェフリーは水をかぶった犬みたいにぶるぶると頭を振って、心臓のあたりを苦しげに押さえた。

「い、いや、違う、不快だったわけではない。むしろ可愛い声で慕わしげに昔の呼び名を囁かれ、危うく昇天しかけただけだ……！」

「えっ……。それはそれで危険だわ。もう呼ばないようにする」

「あああああ！　いや、待ってくれ、頼む、ジェフと呼んでくれ……！　お、おれも、昔のようにおまえを『メイ』と呼んで、可愛がりたい……いや！　おまえがそれを許してくれるならばだが！」

　メイヴィスを不安にさせたことを悔いているのか、ジェフリーは驚くほど低姿勢だ。

　――騎士らしく鍛えてある彼の立ち姿は凜々しく、さらりと流れる金髪も、長い睫毛に縁取られた紫色の瞳も、少し日焼けした肌も、白を基調とした近衛兵の制服も――なにもかもがジェフリーという人間を輝かせている。

　格好良くて優しくて、自分を大切にしてくれる彼のことが、メイヴィスは昔から大好きだった。

　だからこそ、目も合わせてくれなくなったのはひどくショックで、自分に悪いところがあるのかとうじうじ悩んで、最終的にはそんなことも関係なく頭にきて、こうして玄関で居眠りしながら待つ羽目になったわけだけれど――

　彼の口から真相を聞いて、さらにはメイヴィスへの深い（というか、少し重い……？）思いも聞けて、彼女の心にはぽつぽつと愛の花が芽吹き始める。

　もともとジェフリーへの思いは、メイヴィスの心に深く根付いて、今か今かと芽吹きのときを待っていたのだ。

　ジェフリーから愛のシャワーがこれでもかと浴びせられたために、愛の花は待っていましたとばかりに、ぽんぽんぽんっと一斉に芽吹いて、ぱああぁぁっと咲き誇る。

　それは夢のように美しく、温かく、泣きたくなるほど愛おしい情景だった。

「――もちろん、許すに決まっているわ。わたしもあなたが大好きよ、ジェフ！」

　嬉しさのあまり、未だ膝を突いたままのジェフリーの首筋に体当たりするように抱きつく。鍛えているジェフリーはよろけることはなかったが、「うおわぁあおああ！」と意味不明な悲鳴を上げて、あたふたと両手を動かした。

「ままままま待ってくれメイヴィス！　そんなに抱きつかれたら……む、胸がっ、つぶれ……うおおおおお！　駄目だ、はなっ、鼻血が……！」

「んもう！　これくらいで鼻血を出してどうするのよ！　これじゃ寝台に入ったらどうなるか。……あ」

　あきれるあまり思わず頬を膨らませたメイヴィスだが、うっかり閨を匂わすことを口にしてしまい、さすがに恥ずかしさで赤くなる。

　だがジェフリーは雷に打たれたかのように全身を震わせ、思わずよろめいた。

「め、メイ……い、いいのか、一緒の、寝台に、入っても……っ？」

「い、いいに決まっているわ。だって、その、わたしたち、えーと……。ふ、夫婦に、なったのでしょう？」

　改めて言うと恥ずかしすぎる。真っ赤になった顔を隠すべく、ジェフリーの首筋に額を埋めたが、直後、メイヴィスの身体は易々と抱え上げられてしまった。

「きゃあっ、ジェフ……！」

「すまないメイ……っ。本当はおまえを見ても心臓が壊れそうなほど高鳴ることなく、平静でいられるようになってから、優しく抱こうと思っていたんだ。今日はとても無理だから、仕事を口実に逃げ出したが、結局国王陛下にも『今日が結婚式だったなど聞いていない！　そんな日に夫を呼び出したことでおまえの奥方に恨まれたくないし、これが知れたら王妃にも睨まれるから、さっさと帰れ！』と言われてしまって……」

　それで帰ってきたのか。国王もさぞ驚き、気まずい思いをしたことであろう。王妃に叱られていないことを祈るのみだ。

「だが、祝宴も終わっていない時間に帰っては不審がられる。仕方なしに鍛錬場で素振り、腹筋、背筋を千回ほどしてきたのだが……くっ、これだけ鍛錬しても、やはりおまえを前にすると疲れさえ吹き飛び、あそこが滾ってきてしまうのだ!!」

　こうなったらもうすべてを言ってしまえとばかりに、ジェフリーは己の煩悩を惜しみなくさらけ出してくる。

　彼の言う『あそこ』がどこのことか思い当たって、メイヴィスはぼっと頬を染めた。

「い、いやだわ、ジェフったら、そんな恥ずかしいことを大声で……」

「ああああ、すまない軽率だった！　だがそうやって恥じらうおまえが可愛すぎてもうこの場で発射しそうだ！　さすがにそれはまずいから急ぐ！　すまない！」

　そしてジェフリーは、心なしか前屈みになりながら、階段を駆け上がり急いで夫婦の寝室に入る。

　メイヴィスは嬉しさのあまり笑い出したい気持ちになりながら、ジェフリーの首筋にぎゅっと抱きついた。
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第四章　甘すぎる初夜












「鍛錬のあと、井戸の前で行水してきたから、さほど汗臭くはないと思うが……」

「え、行水？」

　真夜中にそんなことをしたら風邪を引くのではないだろうか？

「おまえのことを少しでも考えたら体中が熱くなるもので……いくら行水してもちっとも熱が鎮まらない」

　そこまで自分を想ってくれているのか、と思うと、胸がきゅんとするメイヴィスである。

「メイヴィス……」

　ふわりとメイヴィスを寝台に横にさせたジェフリーは、すぐにでもがっつきそうになる己を抑えているのか、眉間に皺を寄せた苦しげな顔で乗り上がってきた。

　メイヴィスの心臓がとくんと音を立てる。多大な恥ずかしさを感じているが、恐怖はあまりない。自分が思っていた以上にジェフリーが愛してくれているとわかった今では、むしろ思うがまま貪られたい……などと、はしたない気持ちを抱くくらいだ。

（ああっ、どうしよう、すごくドキドキしてきたわ……！）

　メイヴィスがうっすらと頬を染めると、ジェフリーは耐えきれないとばかりにうなり声を漏らし、彼女のガウンの帯に手をかける。

　素早い動きで結び目を解かれ、あっという間に脱がされた。恥ずかしさとときめきのせいか、胸の頂がきゅっと凝る。

「あああ、メイ……！」

　薄い夜着越しに、乳首がぴんっと勃ち上がったのを見たのだろう。ジェフリーは悩ましげな呟きを漏らし、すぐさま夜着も剥ぎ取ってしまった。

「は、恥ずかしいわ、ジェフ……」

　さすがに真っ赤になって、メイヴィスは剥き出しになった胸の前で両腕を交差させる。

　だがジェフリーはすぐさまその腕をよけてきた。

　性急な動きだったが、痛みを感じさせない絶妙な力加減でよけられたことに、メイヴィスの胸はきゅんきゅんしてしまう。

　そんな彼女の胸の二つの膨らみを、ジェフリーはじっと見下ろしてきた。

「……なんて綺麗なんだ……。この世にこんなに美しいものがあったなんて」

「お、大げさよ……」

　でも嬉しい。つい口元がにやけてくる。

　ジェフリーが自分に見とれていると思うと、失いかけた自信がじわじわ戻ってくる思いだ。

「さ、さわっても……？」

「ええ、もちろん。だって……わたしたち、夫婦になったのだから」

　するとジェフリーは、なぜだか顔をくしゃくしゃにした。

「ああ、メイ、きっとたくさん傷つけてしまっただろうに、そんなおれを許してくれるなんて。……社交界デビューのときも、結婚式のときも、無視する形になってすまなかった。おまえがあまりに美しいから、神々しすぎてとても直視できなかったんだ。誓いのキスも頬にするのが精一杯で……」

「そうだったのね……。式では悲しかったけれど、さっきキスしてもらえたから、もう許すわ。あ、それと。ジェフの礼服姿も格好良くて、とっても素敵だったわ」

「メイ……」

「ジェフ……」

　お互いうっとりと見つめ合う。もし誰かがこの場面を見ていたら、バカップルめ、と忌々しく舌打ちしそうなくらい、甘ったるい空気が二人から放出されていた。

「……くぅっ、もう我慢できん！　メイヴィス、すまない、いやだったら言ってくれ……！」

「ジェフのすることでいやなことなんて。……あ、あぁんっ」

　乳房をむぎゅっと握られて、パン生地でもこねるようにやわやわと揉み込まれる。ジェフリーは紫色の瞳を大きく見開き「なんて柔らかさだ……」と驚嘆していた。

「ここがこんなに尖って……」

「や、あんっ！　ジェフ、優しくして……？」

　すっかり硬くなった乳首を指先でピンとはじかれて、メイヴィスは頬を膨らませる。

　ジェフリーは「あああっ、すまない」とすぐに謝り、今度は親指の腹でくるくるともてあそんできた。

「は、あぁん……っ」

　メイヴィスは白い喉をさらして、うっとりと目を閉じる。

　そこが感じやすいところであるのは知っていたけれど、腰がよじれるほど敏感だったなんて……女学校で仕入れた知識を反芻しながらも、メイヴィスは実体験を前にドキドキと胸を弾ませる。

　年頃の令嬢ばかりが集まる女学校には、卒業したら婚約や結婚を控えている者も何人かいただけに、色事の話題には事欠かなかった。

　初めては泣くほど痛いとか、胸の先を吸われるとすごく気持ちいいとか、乱暴にされると苦しいけれど、丁寧にされると昇天するほど心地いいとか……

　ジェフリーが自分に乱暴するとは露とも思っていなかったメイヴィスは、彼との結婚後を思い、その手の話が始まったときは積極的に聞き耳を立てていた。おそらく同世代の中でも、かなり耳年増なほうだろう。ジェフリーとそうなることを想像しただけで、なんだかあらぬところがむずむずして、妙な気持ちになるというのも経験済みだ。

（でも、実際にさわってもらうと、想像の比ではないわ）

　勝手に甘いため息が漏れるくらいに気持ちがいい。

　ジェフリーがこらえきれない様子で、片方の乳首に吸い付いてくる。温かな口腔の感触に驚いた直後、濡れた舌でぬるりと舐め回され、鮮烈な快感が走った。

「あんっ！」

　思わず背が反り返って、敷布に皺が寄る。メイヴィスの大きな反応にジェフリーは一瞬びくりとしたが、すぐに乳首に舌を巻き付けるようにして舐め転がしてきた。

「あ、あ、ジェフ……っ、はぁああん……」

「これがいいのか、メイヴィス？」

「き、聞かな、で……。んぅぅ……っ」

　乙女らしく恥じらうものの、本音を言えば激しく頷きたいほど気持ちいい。

　もう一方の乳首は指先でくりくりといじられて、そちらもじっとしていられないほど感じてしまった。

「ああ、なんと可愛らしい……」

　ジェフリーも感嘆の面持ちで囁いてくる。かすれたその声にも胸がきゅんとして、メイヴィスは身体がどんどん熱く昂ぶっていくのを感じた。

「こんなところも可愛いな」

「あ、ジェフ、そこは……んんんっ！」

　ジェフリーの頭が下に下がって、臍へ舌を差し入れてくる。そこを刺激されると下腹の奥が掻き回されるような強烈な快感が生じて、メイヴィスは腰をびくんと跳ね上げた。

「はあっ、あぁあん……っ」

「臍も感じるのか……」

「だめっ、ジェフ、だめ……あぁああ！」

　駄目と言っているのに、ジェフリーは尖らせた舌先を小さな孔にねじこむようにしてくりくりと刺激してくる。メイヴィスは心地よさの中にも苦しさを覚えて、思わずジェフリーの肩を押し出そうとするが、鍛え上げた騎士の身体がその程度で動くわけがない。

「きゃぁああん……！」

　臍だけではなく、大きな手が乳房に伸ばされ、ゆっくり揉み込まれる。硬い手のひらで乳首を転がすようにされるのがひどく心地よくて、腹の奥がきゅうっと熱くなるのがはっきりわかった。

「あ、あぁあ、ジェフ……ジェフぅ……っ」

「くっ、メイ、そんな声でおれを呼ぶな。我慢が利かなくなる……っ」

　寝台に入る前から、ただでさえ発射寸前だったのだ。ジェフリーは奥歯を噛みしめ、一度顔を上げる。そして自分の服を乱暴に脱ぎ捨てた。

　メイヴィスははぁはぁと息を荒げながら、薄目を開けてジェフリーの身体を見やる。

　男のひとの裸を見るなんて恥ずかしすぎるけれど……羞恥を凌駕する好奇心に突き動かされ、チラッと見たジェフリーの身体は、息を呑むほど素晴らしかった。

（ああっ、美術館にある彫像よりずっとずっと筋肉質で素敵……!!）

　盛り上がった肩や胸、くっきり割れた腹筋、筋肉が隆起する腕に、節くれ立った大きな手……

　ああ、駄目、見ているだけでよだれが湧いて、喉がカラカラに渇いていく。

「メイヴィス……」

　だがそれ以上に目を引くのは、彼の下肢の茂みから突き出している、剛直の大きさだ。

「こんなにすごいの……？」

　驚くあまり、心情がそのまま口からこぼれる。

　すると、ジェフリーはわずかにひるんだ様子を見せた。

「す、すまない、その、お見苦しいものを見せてしまって……っ」

　きゅっと内股になって、なんとか隠そうとしている姿がいじらしい。そんなポーズをしても隠れるどころか、いっそう先端がゆらゆらしているけれど。

「見苦しくなんて……。ああ、でも……」

　震える先端の小さな孔から、液がとろとろと垂れているのを見て、胸の奥がきゅんと震える。すっかり硬く張り詰め、そそり立っている様子から、彼がすぐにでもメイヴィスと繋がりたいのだと思っていることがありありとわかった。

　それでもメイヴィスを怖がらせないよう、快感を与えてくれるジェフリーに、いっそう愛しさが募っていく。

「ジェフは苦しくない……？」

「……正直、すごく、苦しいが。だが、こうしておまえの身体を愛でているのも……」

「あ、んっ……」

「……不謹慎かもしれないが、とても、その、心地いいんだ」

　照れくさそうに目元を赤らめながら告白するジェフリーに、メイヴィスまで赤くなってしまう。

「嬉しい……ジェフ、大好き！」

「ああっ、今ここでそんなことを言うなっ、出てしまうっ」

　本気で焦りながら、ジェフリーはがばっとメイヴィスに覆い被さってくる。そして荒々しく唇を重ねてきた。

「ふぁっ……！」

　唇を開けるとすぐに舌が入り込んできて、歯列と言わず口蓋と言わず舐め回される。口の中までこんなに敏感だなんて。あちこち舐め回されながら胸を揉まれると、重なった唇の隙間からくぐもった声が何度も漏れた。

　ジェフリーは片手でメイヴィスの胸をむにむに揉みながら、もう一方の手を下へ滑らせていく。メイヴィスの足の付け根はすでに濡れ始めていて、ジェフリーの指が秘所にふれると、くちゅりと粘性の水音が立った。

「ああ、こんなに濡れて……っ」

「は、恥ずかしぃ……。あぁ、ジェフ、見ちゃだめ……っ」

　メイヴィスが言う間にも、ジェフリーは彼女の足を持ち上げ秘所を見やる。髪と同じ赤茶色の茂みと、その下に息づく濡れた陰唇を見やって、ジェフリーの喉仏がごくりと大きく上下した。

「ああ、メイヴィス……！」

　止める間もなく、ジェフリーがそこに顔を埋めてくる。メイヴィスは羞恥に息を呑むが、温かな舌がそこをぞろりと舐め上げるのを感じ、悲鳴じみた声を漏らした。

「あ、ああぁっ、ジェフ……っ、そこ、だめぇ！」

　蜜が滲む蜜口のあたりを、上へ下へと舐め回すジェフリーは、やがて割れ目の上に息づく小さな花芽へ吸い付いてくる。

「ひぁああああ！」

　かすかな痛みさえ伴う刺激に、メイヴィスは全身を突っ張って嬌声を上げた。ひくりと震えた蜜口から蜜が溢れ出し、強すぎる快感を伝えてくる。

「ジェ、ジェフ、ああっ、きゃぁああん……！」

　繰り返しれろれろと舐め転がされて、メイヴィスは感じるあまり涙目になりながら身をよじる。

　しかしメイヴィスが逃げを打とうとすればするほど、ジェフリーは夢中になってそこを舐め回した。

　舐めるだけでは飽き足らないとばかりに、太い指で蜜口のあたりを撫で、溢れ出る蜜を絡め取る。

「あっ、あぁ、きゃぁああっ、ジェフ……っぁあああん、ジェフぅ……！」

　敷布をぎゅっと握りしめ、強い快感に何度もビクビク跳ね上がりながら、メイヴィスは喉を震わせる。身体の奥から熱く迫り上がってくるものに耐えきれず、彼女はとうとう全身を突っ張った。

「いぁあああああん……!!」

　指先までビクビク震わせながら、メイヴィスは初めての絶頂に押し上げられる。頭の中が真っ白になるほどの気持ちよさに、危うく意識まで飛びそうになった。

「は、あぁ……。はぁ、はぁ……っ」

「メイ、こんなにあふれさせて……」

「は、ぁああん！」

　まだ全身が震えている中、ジェフリーの太い指が蜜口の中に入り込んでくる。絶頂で余分な力が抜けているせいで、指は第二関節までするりと入ってきた。

「あ、あぁあ、ジェフぅ……」

「痛いか？」

　メイヴィスはふるふると首を振る。異物感はあるが、痛みはない。ただ指が抜き差しされるたびにくちゅくちゅと音が立つのが恥ずかしかった。

「ん、んぅ、やぁ……変な感じ……っ」

「力を抜いているといい」

「や、あぁあん……！」

　胸の頂をパクリと咥えられ、絶妙な加減で吸い上げられる。思わず背がのけぞり、彼の眼前に胸を突き出す格好になった。

「あぁ、やぁ、舐めちゃ……っ」

「いやなのか？　中はすごくうねっているぞ……」

「言わないでぇぇん……っ」

　ジェフリーの言う通り、彼が胸をちゅっちゅっと吸うたび、彼の指をくわえ込む膣壁がきゅっと締まって、敏感な反応を見せていた。

「ひぃいん……！」

　乳首をちゅるちゅると音を立てて舐められ、吸われ、もう一方の乳首も同じように刺激され、まだ絶頂の余韻が残る身体がビクビクッと跳ね上がる。

　いつの間にかジェフリーは指を二本に増やして、濡れに濡れた襞を擦り上げていた。

　あふれる蜜はすでに彼の手首にしたたるほどになっていて、メイヴィスは恥ずかしさと気持ちよさに目元を赤くして喘いでしまう。

「は、ぁあん……。っ、やぁあ！」

　ジェフリーの指の腹がある一点を擦ると、火が灯されたように熱くなって、メイヴィスはびくっと腰を跳ね上げた。

「ここか……？」

「ああ、あ、ジェフ、待って……。きゃぁあああん！」

　待つどころか、メイヴィスが反応したところをジェフリーは的確に擦り上げてくる。

　メイヴィスは無意識に尻でずり上がって逃げようとするが、そのたびに引き戻されてひくひくと喘いだ。

「あっ、あっ、あぁ、っくぅぅん……！」

「ここが気持ちいいのか、メイ……？」

　メイヴィスは快感を散らすように首を振りながら、夢中で答えた。

「い、いい、いいの、そこ、すごく……あつい……っ、うぁぁああん……っ！」

　気持ちよすぎて怖くなって、身をよじってうつ伏せになる。ジェフリーは止めようとせず、背を向けたメイヴィスに自分の身体をピタリと寄せて覆い被さった。

　そして再びメイヴィスの膣壁に指を沈めると、手の付け根で花芯を圧しながら、さらなる刺激を送ってくる。

「ふぁああぁああん……っ」

　ぐちゅぐちゅという水音がいっそう大きくなる。立てた膝にまであふれた蜜がつぅと伝い落ちるのを感じ、目がくらむほどの羞恥が押し寄せた。

　だが恥ずかしさが募るほどに身体はさらに熱くなり、喉がカラカラに渇いていく。

　その割に唾液はひっきりなしにあふれて、飲み込みきれなかったぶんが唇の端からとろりとこぼれた。

「ああ、メイ、メイ……っ」

　メイヴィスの身体を掻き抱きながら、ジェフリーが熱に浮かされたように囁いてくる。

　その声を聞いた瞬間、再び絶頂が身体を貫いて、メイヴィスは声もなく全身を震わせた。

「……もう我慢できない！」

　ぐったりと敷布に倒れ伏したメイヴィスを前に、ジェフリーが唸る。彼女の身体を再び仰向けにすると、小さな顔中にキスの雨を降らせながら、すらりとした足を抱え上げた。

（ああ、とうとう、ジェフと一つに……）

　これから始まる行為を予感して、メイヴィスはうっとりしてしまう。

　開かされた足のあいだに、火傷しそうなほどに熱いジェフリーの肉棒が押し当てられる。

　どちらともなく手を伸ばして抱き合いながら、何度も口づけを交わすうち、先端からこぼれた先走りが、メイヴィスの腹部までてらてらと濡らした。

「メイヴィス……挿れるぞ」

　メイヴィスが頷くと同時に、丸い亀頭が蜜口に押し当てられる。息を吐いてそのときを待つものの、いざ挿ってくると、指とは比べものにならない大きさに身体が強張った。

「んんっ、あ、いっ……！」

　痛い、と喉元まで声が出てくる。ついでに涙がじわりと滲んだ。

「すまない、だが、くっ、止まらん……！」

　ジェフリーは心からすまなそうな声を漏らすが、腰は止まることなく、ずずっ……と奥まで押しつけられる。

　すべてが収まる頃には、メイヴィスはすっかり萎縮してしまって、快感ではなく痛みで小刻みに震えていた。

「メイヴィス……！」

　ジェフリーは感銘を受けた様子で、そんなメイヴィスを抱きしめキスを繰り返す。

「すまない、痛かっただろうに耐えてくれて……なんて健気な……」

「ん……。いい、の。だって、ジェフと一つになりたかったから……」
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　涙ぐみながらも微笑むと、ジェフリーはなぜか苦しげに天を仰いだ。

「……っ！　もう、駄目だ、動くぞ！」

「あ、ジェフ……んんあっ……！」

　ジェフリーがぐっと腰を引き、それから再び突き入れてくる。メイヴィスを気遣って激しく動きはしなかったが、目一杯広げられた蜜口が痛む中ではつらい刺激だ。

　それでもジェフリーが激しくしたいのをこらえ、何度も口づけ、乳首を指で愛撫して快感を送ろうとしてくれるのがわかるから、メイヴィスも大きな背にひしと抱きついて、必死に舌を絡ませる。

「ん、んぅっ、ジェフ……っ」

「メイ……メイ、好きだ、愛してる……！」

　感に堪えない様子で、ジェフリーは思いの丈を吐き出す。

　メイヴィスも口づけで切れ切れになりながらも、必死にジェフリーに思いを伝えた。

「わたしも……っ。ずっと、ジェフだけが好き……好きなの、んっ、離さない、で……っ」

「離すものか。ああ、メイヴィス、なんて可愛い……あっ、うぅ、そんなに締めるな！」

　そう言われても、どうすればいいのかわからない。だが抜き差しされるうちに、もともと濡れていた膣襞が男の形に馴染んできて、抽送がなめらかになってきた。

「は、はぁん……っ、ジェフ……。また、熱くなってきて……っ」

「くぅっ！　そ、そんなことを言われては、おれは、う、うぁああ……っ!!」

　ジェフリーがひときわ大きくうめき声を漏らす。メイヴィスを潰してしまうのではないかというほど強く掻き抱き、腰をぐっと押しつけてきた。

「はぁああん……！」

　ジェフリーの激しさに引きずられるように、メイヴィスも甘い悲鳴を上げる。

　直後、腹の奥にどっと熱い感覚が広がり、蜜壺の中のジェフリーがびくびくっと小刻みに震えた。

「あ、あっ……」

　熱い……とメイヴィスは目を見開く。ジェフリーは大きく震えながら、緩やかに腰を前後させて、思いの丈を最後の一滴まで注ぎ込もうとしていた。

（すごい、ジェフの、まだ出て……）

　注がれる熱さがそのまま彼の思いを表しているようで、メイヴィスはなんだか感動してしまう。涙がほろりとこぼれて頬を伝った。

「ッ、あぁあ、メイ、すまない、やはり痛かったな？　すまない……！」

　メイヴィスの涙を見るなり、ジェフリーがあたふたと身体を起こす。

　メイヴィスは笑って、遠ざかっていく身体にぎゅっと抱きついた。

「違うの。とっても幸せで、嬉しくて……。ようやくジェフのお嫁さんになれたわ」

　すると、ジェフリーは再び身を震わせ、先ほどよりあたふたする。

　そうこうするうち、萎えたはずの雄芯がまたむくむくと硬度を取り戻していくのに気づいて、メイヴィスは目を見開いた。

「まぁ、ジェフリー……」

「ああああっ、すまない！　どうにも、その、一度では収まらなくて……」

　ジェフリーは慌ててメイヴィスとの繋がりを解く。

「きょ、今日は初めてで疲れているだろう。もう眠って……。っ」

「やだ、ジェフ、どこに行くの？」

　そのまま寝台を出ようとするジェフリーを、メイヴィスは慌てて引き留める。ジェフリーは大きな身体をびくっと丸めた。

「……そ、その、奥で、抜いてこようかと……」

　ビクビクと振り返るジェフリーに、メイヴィスはぷっと頬を膨らませた。

「どうしてそんなことをする必要があるの？　わたしと離れているときならまだしも、わたしはあなたのすぐそばにいるのに」

「だ、だが、おまえは初めてで、その、痛かっただろう？　また負担をかけるのは」

　ジェフリーが言い終わる前に、メイヴィスはその背にぎゅっと抱きつく。わざと胸の膨らみが潰れるようにくっつくと、ジェフリーの身体がたちまち熱く強張った。

「うう、メイヴィス……！」

「わたしなら大丈夫だから……もっと、して？」

　唇を尖らせながら首を傾げた瞬間、ジェフリーが「うわああああ！」とまた大声を上げて、がばっと覆い被さってきた。

「くそぅ、メイ、いつの間にそんな悪い子になったんだ……!?　こうなったらもう朝まで離さないからな！」

　その宣言通り、ジェフリーは朝までメイヴィスを離さなかった。

　ここにくる前に鍛錬場で汗を流してきたはずなのに、いったいどこにそんな余力があったのか。底なしの体力で、ジェフリーはメイヴィスを朝まであんあん喘がせ続けたのであった。
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「――それで？　結婚してから三日も音沙汰がないと思ったら、ずっと寝室に籠もってやりっぱなしだったってこと？」

「やだぁ、モニカ、大きな声で言わないでよぅ！」

　きゃあっと声を上げて肩をバシバシ叩いてくるメイヴィスを、「あなたのほうがよほど大声よ」と、叩かれたほうの令嬢はあきれ顔でたしなめた。

　会話する二人の前を、ダンスする男女が通り過ぎていく。数え切れないほど灯された蝋燭が輝くのは、普通の民家が五つも六つも入りそうな広大な広間だ。

　それもそのはず。メイヴィスたちがいるそこは、国王一家が住まう王城――その中でも特大の広さを誇る、大広間なのである。夜の帳がすっかり降りたこの時間、国王が主催となって開かれた王宮舞踏会は、いつにも増して大盛況となっていた。

　メイヴィスも夫であるジェフリーとともに訪れたが、近衛兵である彼はすぐに仕事の関係者に捉まってしまい、今は彼が戻ってくるのを待っているところである。

　そこに女学校時代に寮で同室だった、大親友のモニカと再会したというわけだ。

　結婚の祝いを送ってもなかなか返事がこないからどうしたのか、と問いかけたモニカに、メイヴィスは緩みきった顔で事の顛末を伝えたところである。

「結局、婚約者に嫌われているかも、というのはあなたの勘違いだったわけね。とは言え、あちこちで噂になるほど軽率な行動を取っていたジェフリー卿も最低だと思うけれど」

「もういいのよ、そのことは。あれ以来ジェフリーはすっかり優しくなって、本当にわたし以外の女性には見向きもしないようになったんだから」

　実際、二人で広間に入場したとき、何人かの令嬢や夫人が声をかけてきたが、ジェフリーはそちらに目も向けず「失礼」と一言だけ言って、さっさと離れてしまったのだ。

「それはそれで本当に失礼すぎるわね……。ジェフリー卿が極端で融通が利かない男ということがよくわかったわ」

「モニカったら、わたしの旦那様をそんなふうに言わないでよぅ。確かにちょっと頑固なところはあるけれど、今はわたしのことをとっても大切にしてくれるわ」

「三日三晩寝室に籠もってやりまくるほどにね」

「だから言わないでってば！」

　とはいえ、そのときの……というより、その後のジェフリーとの生活を思い出すと、どうしても「ふへへ……」と気の抜けた笑い声が止まらなくなるメイヴィスだ。

　抑え込んでいた欲望を解放したジェフリーは、それはそれはすごかった。女学校で仕入れた色事の話など目ではない。思い出しただけでよだれが出る。

「ふへ……ふへへへ……」

「その気持ち悪い笑いをやめなさい。まったく、頭の中までお花畑になっちゃって」

　持ち前のクールさと辛辣さで、モニカは新婚の空気をバッサリと切り捨てた。

「美しいお方、どうか踊っていただけませんか？」

　と、メイヴィスに向けて手を差し出してくる紳士の姿があった。メイヴィスはチラッと周囲に目をやる。ジェフリーは忙しいらしく、まだ会場に戻っていない。

「踊ってくれば？　せっかくなんだし」

　モニカもそう言って離れてしまったので、メイヴィスは半ば仕方なく相手の手を取った。

　たわいもない世間話をしながら踊るあいだも、目はしきりにジェフリーを探してしまう。

　今日の彼は近衛兵の制服を着ていたので、警備の兵が入れ替わるたびに「もしかして戻ってきたかも」と期待で胸を膨らませてしまうのだ。

　だが、あいにくジェフリーは発見できず、もう一曲、と申し出た相手に丁重に断りを入れて、再びモニカのもとへ戻る。社交に興味のないモニカは、食べ物が並んだところでカナッペをのんびりつまんでいた。

「あら、もう帰ってきたの」

「ええ。モニカこそ踊らないの？」

「わたしがダンスも苦手なのは知っているでしょう？　どのみち、これのおかげで誘われやしないわ」

　そう言ってモニカは眼鏡を指で押し上げる。社交よりも家でのんびり、ダンスよりも読書を好むモニカは、女学校で行われる模擬舞踏会でもいつも壁の花になっていた。

　そのため一部の女学生からは『お高くとまっている』などと陰口をたたかれていたが、寮が同室だったメイヴィスは、彼女がとても思慮深く、冷静で理知的であることを知っている。感情的になりやすいメイヴィスにとって、モニカの客観的な意見は常に参考になるものでもあった。

「でも、確かに、眼鏡程度で誘わない男なんてこっちから願い下げよ、でいいかもね」

「そういうこと。それに眼鏡をかけているといいこともあるのよ。たとえば、向こうからあなたの旦那様が大股で近づいてくるのを、いち早くあなたに知らせてあげられるとか」

「えっ」

　モニカが指すほうを振り返れば、ジェフリーが急いでやってくるところだった。

「すまない、メイ！　一人にしてしまって」

「いいえ、友人と一緒だったから。紹介するわ、女学校からの親友モニカ・ヘリング嬢よ」

「ごきげんよう、ジェフリー卿。モニカ・ヘリングと申します」

　モニカが如才ない礼をする。ジェフリーはメイヴィス以外の女性と口を利かないとの誓いをまだ継続中らしく、「それはどうも」と素っ気なく挨拶しただけだった。

「んもうっ。わたしの親友にくらい、ちゃんと挨拶してくれていいのにっ」

「無理じゃない、メイヴィス？　あなたの話を聞く限り、あなたの旦那様はあなたしか眼中にないみたいだし。……それなのに、あなたは旦那様が不在のあいだ、誘われるまま五曲も踊った、なんて、あまり口にしないほうがいいわね」

「なっ、モニカ――」

「なに、五曲も踊っただと……？」

　メイヴィスとジェフリーの声が重なる。ぎょっとしたメイヴィスに対し、ジェフリーのほうは地を這うような恐ろしい声だったが。

　途端に張り詰めた夫婦の空気を「ふふふっ」と笑って、モニカは扇をはためかせる。

「わたしのほうも連れが戻ってきたので失礼しますわ。どうぞよい夜を、メイヴィス、ジェフリー卿」

「ちょ、ちょっと、モニカ……！」

　言うだけ言って逃げるなんて卑怯よ……と引き留めようとしたが、モニカが歩いていく先に、あたふたと走ってくる青年の姿を見つけて、メイヴィスは思わず目を見開く。

　明らかに冴えない風体の青年はモニカに何度も頭を下げて、一人にさせたことを詫びている様子だ。

　モニカは鷹揚に頷いていたが――チラッと見えた横顔は、これまで見たことがないほど柔らかく微笑んでいて、メイヴィスはあんぐりと口を開けて固まってしまった。

（……モ、モニカ、あなたったら、『ずっと本に囲まれて生きていたいから、結婚は二の次ね』って言っていたのに――！）

　いつの間にあんな表情を向けるに値する相手を見つけたのか。相手の青年は野暮ったい雰囲気で、おまけに童顔でひょろっとしているが、モニカを見つめる瞳は蕩けるほどに優しい。そしてモニカもまんざらではない様子で、自分から腕を組みにいっている。

「これは、あとで根掘り葉掘り聞き出さなきゃ……」

「その前に、五曲も踊ったというのはどういうことだ、メイヴィス」

　メイヴィスの呟きに対し、ジェフリーも低い声で問いただしてくる。

「わたしから誘ったんじゃないわ。ずっと踊らずにいるのも退屈だから、お誘いをお受けしただけ。皆さん一曲だけだったし、話をしていたのはモニカとだけよ」

「だからといって五曲も別の男どもと……！」

「だって、旦那様がお仕事で忙しくて、お相手してくださらないんですもの」

　あまりに嫉妬深いジェフリーに少しあきれて、メイヴィスはつんと唇を尖らせる。

　どうやらこれが間違いだったようで、ジェフリーの目がキラリと光った。

「なるほど、確かにそうだ。これからは王宮舞踏会の最中の呼び出しはすべて断り、最初から最後までずっとメイヴィスと踊っていることにしよう」

「そ、それもまたどうかと思うけれど」

「ひとまず、踊ろう」

　曲が変わったのに合わせて、ジェフリーが踊りの輪の中に飛び込む。

　テンポの速い曲だ。踊るのは難しく、ステップを踏むだけでも大変だが、ジェフリーが相手だと、どんな難曲だろうと楽しくなってくる。

　何度も手を取り、くるりと回り、軽く持ち上げられてターンするたび、意地悪い気持ちも綺麗に消えて、メイヴィスは輝くような笑顔でくるくる踊っていた。

　新婚二人の元気いっぱいのダンスに、周囲の人々も手拍子をしたり歓声を上げたり、はやし立ててくる。

　曲が終わって礼をすると、近くにいた人々から惜しみない賛辞が送られ、メイヴィスは花のような笑みを浮かべた。

　だがそれがまたジェフリーの嫉妬心を煽ったらしく、彼女はすぐに彼の胸にぎゅむっと抱きしめられてしまう。

「失礼、ちょっと出ますので」

　そしてメイヴィスを引き寄せたまま、会場の外へずんずん歩き出す。

「ジェフ、どこへ行くの！」

　早足で歩くジェフリーに驚き、顔を上げると、彼はひどく苦しげな顔をしていた。

「くぅ、メイヴィス、おまえの愛らしさに純粋に胸が高鳴るというのに、おまえのその魅惑的な胸の膨らみを五人もの男が至近距離で見ていたのかと思うと、嫉妬でおかしくなりそうなんだ……！」

　本当におかしくなる寸前とばかりに、真っ赤な顔で口元をゆがめるジェフリーに、メイヴィスはぽかんとした。

「まぁ、ジェフ、本当に嫉妬深すぎるわ」

「我ながらそう思うが、どうしようもできん！　すぐにこの熱を鎮めてくれ！」

　そう言ってジェフリーが入ったのは、休憩用に用意されている一室だ。部屋付きのメイドにしばらく入るなと命じるなり、ジェフリーはメイヴィスを寝台に組み敷いた。

「あんっ、もう、ジェフったら……」

　即座にドレスのボタンを外し、露わになったコルセットをずらして乳房に吸い付くジェフリーに、メイヴィスは焦りと同時に愛しさも感じてきゅんとする。

　彼に嫌われているかも、と不安だった期間が長かったせいか、性急に求められると、それだけ好きだと言われているようで嬉しくなるのだ。

　だが、力尽くであれこれ剥ぎ取られるのはさすがにいただけない。

「ジェフ、待って、肌に跡が残るから、ちゃんと、その……脱がせて？」

　上目遣いにお願いすると、ジェフリーは殴られたみたいに「ぐはっ」と声を上げ、一度大きくのけぞった。

「……あ、危ない、危うく鼻血が出るところだった……！」

「んもう！」

　顔の下半分を押さえて真っ赤になるジェフリーにぷっと頬を膨らませて、メイヴィスは脱がせやすいように身体を浮かせる。ジェフリーは器用にコルセットの紐も解いて、あっという間にメイヴィスを裸に剥いてしまった。

　そして自身の衣服もさっさと脱いで、改めてメイヴィスを組み敷いてくる。

「く、なんという魅惑的な胸だ……っ。これをほかの男どもが見ていたと思うと……！」

「あん、そんな……揉んじゃいや……。それに、見ていただけで……こんなふうにいやらしくさわってくるのはジェフだけよ……あんっ」

「当たり前だっ。もしほかの男がさわるようなことがあったら……くぅう！」

　想像しただけでも嫉妬に駆られてしまうのか、真っ赤になったジェフリーはむしゃぶりつくように乳首に吸い付いてくる。

　荒々しくも丹念に舐め回されて、メイヴィスは身をよじって喘いだ。

「あ、あぁんっ、きゃふ……。んぁぁああっ」

「はぁっ、おれだけだ、メイヴィスのこんなに可愛くていやらしい姿を見られるのは……この胸も、白い肌も、甘い声も、全部おれだけに見せてくれ……っ」

　そんなこと、言われなくても当然そうする。ジェフリーが素直すぎる独占欲を見せるたび、胸がドキドキして止まらなくなるメイヴィスだ。

「あ、んっ、ジェフだけ……っ、こんなの、恥ずかしすぎて、ジェフにしか見せられない……はぁああん！」

「あああああ、メイヴィス、可愛い！　なんて可愛いんだ……！」

　感嘆の面持ちで『可愛い』と繰り返しながら、ジェフリーは乳首を舐め回し、吸い上げ、手のひらで柔らかく揉んでいく。唇をメイヴィスの細い首筋から耳へと移動させて、尖らせた舌先で小さな耳孔をチロチロと舐め回した。

「ひぁあああん……っ、耳、だめ、弱いのぉ……！」

　舌先がうごめくだけで腰が震えて、背がのけぞってしまう。上半身への愛撫だけで身体は熱くなり、ふれられる前から秘所はすっかり蜜まみれだ。

　ジェフリーもまた全身を熱くしながら、メイヴィスの足のあいだに手を入れてくる。抵抗したのはほんの一瞬で、彼の指先が的確に花芯を捉えてくると、内腿がびくっと震えて、勝手に足が開いていった。

「あ、あぁあっ、きゃふぅうん……っ」

「ああっ、もうこんなに濡らして……！　いけない子だ、メイヴィス」

「きゃんっ、ごめんなさ……っ、ひぁぁあああん……！」

　――いけない子だと叱られているのに、こんなに胸がきゅんきゅんするのはどうしてだろう？

　足を大きく開かされ、すでに濡れそぼった蜜口も含めて舐め回されると、身体の奥に熱が渦巻き、腰が大きく跳ねてしまう。

　花芯を強くジュッと吸われると、頭が真っ白になるほどの喜悦が押し寄せ、失禁してしまうのではないかと怖くなった。

「だめぇっ、ジェフ……きちゃうぅう、あぁあああん……！」

　止める間もなく再び吸い上げられ、メイヴィスは腰を浮かせたまま絶頂に昇り詰める。

　びくんびくんっ、と身体が勝手に跳ね上がり、詰めていた息を吐き出したメイヴィスは、ぐったりと手足を投げ出した。

「イくときのメイは最高だな……」

　ジェフリーがため息交じりに呟き、先走りをこぼす男根の先端を蜜口に押し当てた。

「きゃぁあうう……！」

　まだ絶頂の余韻が抜けない中、最奥まで一気に突き入れられて、メイヴィスは悲鳴じみた声を上げる。何度吐精しても衰えない逸物は、今日も硬く張り詰め、メイヴィスの中をみっしりと占領していた。

「あぁ……っ、何度挿れても、メイの中は最高だ……っ」

「ふぁ、あ、ジェフ、動いちゃ……。きゃぁああん！」

　弱々しく懇願した程度で、ジェフリーが動きを止めるはずもなく。

　すぐさま腰を抱えられ、ぐちゅぐちゅと音が鳴るほど激しく抽送されて、メイヴィスは白い喉を反らし大きく震えた。

「あ、あ、あ、あぁ、すぐきちゃぅ……！」

　揺さぶられるたび身体の裡に募っていく快感に、メイヴィスは危機感に似た焦燥を感じて声を漏らす。ジェフリーは彼女の柔らかな臀部に指を食い込ませ、激しい息づかいで腰を振った。

「ああ、何度でもイけばいい。おれも、すぐ……。ぐっ！」

「ひぁああ！　あ、も……っ、んんぅ――ッ……!!」

　身体の芯から頭のてっぺんまで抜けるような快感が走り、メイヴィスは四肢を突っ張る。

　ジェフリーもメイヴィスの肌に指を食い込ませて、咆吼のような声を上げた。

　すぐに、最奥にどっと熱い奔流が叩きつけられ、メイヴィスは多幸感に睫毛を震わせる。

　何度味わっても、彼が果てるこの瞬間は特別に愛おしいものだ。

　そしてこれまでの経験から、この一度で終わらないこともわかっている。

「メイ、最高だった……。次は、もう少しゆっくりしてやろう」

「あ、んっ……。ひぁあ、ジェフリー……」

　繋がったまま抱え起こされて、メイヴィスは小さく悲鳴を上げる。むくむくと力を取り戻した男根に真下から貫かれる形になり、彼女はとっさに目の前の太い首筋に抱きついた。

　二人のあいだで柔らかな乳房がむにゅっと潰れて、ジェフリーが「おふっ」となぜだか可愛らしい息をつく。

「くぅ、そうやっておれを無意識のうちに誘惑するなど……！　悪い子にはお仕置きだぞ」

　真っ赤になるジェフリーの耳に、メイヴィスはちゅっと口づける。

「ええ。お仕置き……して？」

　――ジェフリーの理性が、その一言でどっかーんと爆発する。

　理性を捨てた彼はまさに獣じみた本能で、愛しい新妻の奥を何度もうがって、欲望の種を注ぎ入れるのだった。

















第六章　美麗な女騎士












「ん……。あら、ここ、どこかしら……？」

　寝返りを打ったメイヴィスは、自分の家と違う感触の枕を感じてパチッと目を開けた。

　窓からはさんさんと陽が射し込んでいる。太陽の位置からして、もう昼近くになっている様子だ。

　見知らぬ場所に一人で横になっていたことに不安を覚え、身体を起こしたメイヴィスは、内腿につぅっと伝い落ちていく感覚に気づいて、はっと記憶を取り戻す。

（そうだわ。昨夜は王宮舞踏会に参加していて……ジェフにこの部屋に引っ張り込まれて、あんなことやそんなことを……）

　あんなことやそんなこと、を思い出したメイヴィスは、口元がにやけるのを感じた。

「ふ、ふふっ、ジェフったら『もう無理』って言っても、ずっと離してくれないんだから……ふへへへへ……」

　にやけるあまり変な笑い声まで出てくる。

　そのうちメイヴィスが目覚めたことに気づいて、メイドが身支度に顔を見せた。どうやら昨夜のうちにジェフリーが連絡していたらしく、替えのドレスが運び込まれている。

　身支度を調え、運ばれてきた食事を終えた頃、近衛騎士の制服に身を包んだ、すらりとした女性が姿を見せた。

「お初にお目にかかります。わたしは近衛騎士のグレンダ・マフィアス。ジェフリー隊長の副官を務めております」

「まぁ！　夫の副官を」

　女性の騎士というのもめずらしいが、副官を務めるほどの腕というのがまた驚きだ。

　目の前の女性は胸元こそグラマラスだったが、猛者だらけの騎士の中では埋もれてしまうのではないかと思うほど、ほっそりしていた。

　おまけに艶やかな黒髪と切れ長の瞳が印象的な、飛び抜けた美人である。

（ああっ、わたしもこんな童顔じゃなくて、この方みたいに大人っぽい顔つきに生まれたかったわ……！）

　グレンダのキリッとした美貌を前に、メイヴィスはついそんなことを考えてしまう。

　しかしジェフリーの副官が女性だったとは……。メイヴィスの考えを察してか、グレンダが苦笑する。

「副官になったのはお二人が結婚なさるちょうど一ヶ月前くらいです。結婚式以降、隊長はしばらくわたしと口を利くこともしませんでしたが、さすがに用があるときは無視できないのでしょう。今朝も視線を逸らしながら、陛下の警護で城を空けられない自分に代わり、奥様をお屋敷まで護衛するようにと命じられました」

「ま、まぁ、その、夫が失礼を……。あの、わたしが怒ったせいで、わたし以外の女性とは今後口を利かないなどと言い出したものですから」

　しどろもどろになるメイヴィスに、グレンダは心得ているとばかりに頷いた。

「誰にでもいい顔をする軽薄な男よりは、そちらのほうがよいでしょう。まして、奥様のような可愛らしい女性を妻に得ているならなおさらです。お気になさいませんように」

　そう言ってにこっと微笑むグレンダの美貌に、メイヴィスは目をキラキラさせてしまう。

（騎士をしている上、こんなに綺麗なんて……！　素敵すぎるわっ）

　そう思っているのはメイヴィスだけではないらしく、グレンダについて廊下に出ると、行き交う多くのメイドが頬を染めてチラチラとグレンダを見つめていた。

　グレンダは愛想よく微笑んだり手を上げたりして、とても感じがいい。これでは多くの女性が惹きつけられるのも頷ける。

　歩きながらそう考える一方、メイヴィスは王宮の広さにうんざりしてしまう。休憩室から外までかなりの距離があり、馬車寄場につく頃には、うっすらと汗を掻いていたほどだ。

　ただでさえ遅くまで睦み合っていて疲れていたこともあり、馬車に乗るとき危うくステップを踏み外して、うしろへひっくり返りそうになってしまう。

「きゃあ！」

「奥様！」

　グレンダがすぐさま腕を伸ばす。

　彼女の支えのおかげで事なきを得たが、下手をすれば頭を打っていたかもしれない恐怖に、メイヴィスは大きく胸を喘がせた。

「ご、ごめんなさい。ちょっと力が入らなくて……」

　驚きのあまり腰が抜けてしまったらしく、メイヴィスは情けなくもその場にへたり込みそうになる。

　すると、グレンダが「では、失礼して」と腰をかがめ、なんとメイヴィスの膝裏に腕をかけて、彼女を横向きに抱え上げてしまった。

「まぁ、グレンダ様……！」

「大丈夫ですよ。これでもわたしも騎士です。鍛えてありますので」

　その言葉通り、危なげない様子でメイヴィスを抱え上げたグレンダは、彼女を馬車の座席へゆっくり座らせてくれた。

「ありがとうございます……」

　ジェフリーに抱き上げられるのもドキドキするが、同性で、とびきりの美人に抱き上げられるのも別の意味でドキドキものだ。思わずぽうっと見上げてしまうが、その瞬間、グレンダはさっと顔色を変える。

　彼女の切れ長の瞳は大きく見開かれ、その視線はメイヴィスの胸元に注がれていた。

「え……？　あっ、きゃあ！」

　なんだろうと思って目を落としたメイヴィスは、ドレスからかすかにのぞく位置に、昨夜ジェフリーにつけられた口吸いの痕を見つけ、慌てて胸元を隠した。

「や、やだっ、ごめんなさい、お恥ずかしいわ……おほほほっ……」

　昨夜なにがあって休憩室に泊まることになったのか、はっきりわかってしまうというものだ。別に結婚している間柄だから、ジェフリーとなにをしていても咎められることではないが、恥ずかしいものは恥ずかしい。

　しかしグレンダは微笑むどころか、なぜだかひどく難しい顔をしてメイヴィスの胸元を睨みつけていた。

　――もしかしてグレンダ様はすごく潔癖なひとで、男女の行為を匂わされるのがいやだった、とか……？

　だとしたら配慮のないことをしてしまったと、にわかに慌てるメイヴィスだが……

「よもやと思いますが、奥様は実は隊長に無体を強いられているのではありませんかっ？」

　――無体!?　メイヴィスは緑色の瞳をこぼれんばかりに瞠った。

「そ、そんなことはございません！　夫はその、いつも、優しいですわっ」

「ですが、それほど痕をつけられている上……失礼ながら、足腰も立たないご様子。実はご夫婦のあいだで、ひとには言えないような暴力的なことが起こっているのでは……」

　本気で心配そうな目を向けるグレンダに、メイヴィスは真っ赤になって首を振った。

「そ、そんなことは絶対にありませんので、大丈夫ですっ」

「しかし……」

「本当ですわ。その、確かにちょっと口に出すのは憚られるような……恥ずかしい……ことはいっぱいしていますけれど、それは夫婦円満だからこその出来事でありまして、ええ、ご心配いただくことはなにもございませんの！」

　さすがに腰が立たなくなるほど責められたとは恥ずかしすぎて言えない。目を泳がせながらも必死に言い募るメイヴィスに、グレンダは釈然としない様子ながらも引いてくれた。

「わかりました……。ですが、わたしはすべての女性の味方です。もし隊長に限らず、不埒な男の毒牙にかかるようなことがあったら、このわたしめにご相談ください。必ずや、奥様をお守りいたしますので」

　騎士らしく胸に手を当て言い募るグレンダに、メイヴィスはぽっと頬を染めた。

　馬車の扉が閉められて、グレンダの先導で馬車が動き出す。白い制服で馬にまたがるグレンダの姿は一幅の絵のように美しい。彼女ほどの美人なら、ドレスを着てもきっとよく似合うだろう。

（でも、ジェフリー様の副官が女騎士とは思わなかったわ。あとで彼女が副官になった経緯を聞いてみようっと）

　王宮のメイドと同じくややミーハーな心持ちで、メイヴィスはにっこり微笑むのだった。
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「ああ、グレンダ・マフィアスね。名前は聞いたことがあるわ。あなたの旦那様の副官なんでしょう？　すごい美人だと噂よね」

「うそ、モニカもグレンダ様のことを知っていたの？」

　王宮舞踏会から二日後の、うららかな昼下がり。モニカの家に招かれ、彼女の母親が主催する貴婦人たちの茶会に出席したメイヴィスは、さっそく親友を捉まえて隅のテーブルに引っ張っていった。

　モニカも心得たもので、給仕を捉まえ、メイヴィスが好きな茶と菓子を持ってこさせる。社交嫌いの彼女は、どうやら今日はメイヴィスとだけお喋りして、この場を乗り切るつもりのようだ。

「近衛きっての美人騎士として有名だからね。近衛騎士は王国騎士と違って女騎士も何人かいるけれど、その中でも美しさと強さにかけては彼女の右に出る者はいないとか」

「やけに詳しいわね」

「あれだけの美人だから、いざ目にしたらやっぱり興味は引かれるものよ。……もっとも、ジェフリー卿の副官になったのは最近のことらしいわね。そうじゃなければ、もっと前から噂になって、ジェフリー卿の婚約者であるあなたの耳にも入ってきたと思うし」

「噂って？」

「彼女がジェフリー卿の愛人じゃないか、という噂」

　メイヴィスは思わず口に含んだ紅茶に噎せた。

「う、うそでしょっ、ジェフリー様とグレンダ様が愛人関係!?」

「だから、噂。あれだけの美人が横にいたら、そういう噂は自然と立つでしょ？　それに当のグレンダ様は男嫌いなんですって」

「え、そうなの？　男だらけの騎士の中でお仕事をしているのに？」

「そうなの。不思議よね。とはいえ並の騎士よりずっとお強いみたいだから、襲われたところで返り討ちにしちゃうんでしょうけど」

　なるほど……とメイヴィスは再び茶を口に含む。すっと抜けるいい香りに、心がふんわりする思いだ。

「……って、ほのぼのしている場合じゃないわ。モニカ、あなたいつの間にボーイフレンドを見つけたの？　結婚はしないとか言っていなかったっけ？」

「別にしないとは言っていないわ。二の次、と言っていただけ。でも、わたしと同じ本好きで、結婚しても勉強を続けていいと相手が言ってくれるなら話は別よ」

　モニカの瞳が眼鏡の奥でキラリと光る。つまり、あの冴えない風体の青年は、それをモニカに約束したということか。

「……それなら、いいお相手が見つかってよかったわ」

「ありがとう。近々いい報告ができると思うから、そのときはまたよろしくね」

「もちろんよ」

　そのとき、モニカの母親がやってきて、有無を言わせぬ笑顔で二人を貴婦人たちの輪に引っ張っていく。モニカと違いその母親は社交的で、引きこもりがちな娘をなんとか華やかな場所に連れていこうと必死なのだ。

「一人じゃ面倒くさいから、一緒にきてちょうだい、メイヴィス」

「『心細い』じゃなくて『面倒くさい』と言うあたりが、本当にモニカって感じよね」

　メイヴィスはくすくす笑って、モニカとともに新たな席に着く。

　最新のモードや新たに発表されたオペラの話などに付き合って、メイヴィスもモニカも貴婦人らしく社交にいそしんだ。










　家に帰るともう夕暮れも迫っている時刻だった。執事からジェフリーの帰りが遅くなると聞かされ、では夕食は部屋で食べるわと伝える。

　一人の夕食はさみしいけれど、そういう日は息せき切って帰ってきたジェフリーがたっぷり甘やかしてくれると知っているので、メイヴィスは先に湯を使い、夜着にガウンを羽織っておとなしく待っていた。

「メイヴィス！　遅くなってすまない」

　予想通り、ジェフリーは息を切らしながらメイヴィスの私室を訪れ、夕食を一緒にできなかったことを丁重に詫びた。

「お仕事だもの、仕方ないわ。お湯の用意ができているから、さっぱりしてきて」

「ああ、そうさせてもらおう。こう汗臭くては、おまえを抱きしめるのも憚られる」

「まぁ、ジェフったら」

　王宮から全力で馬を走らせてきたのだろう。汗とほこりで汚れた自分を見下ろし、ジェフリーは生真面目な顔で風呂へ入っていった。

　そして支度が調えば、あとは甘い夜の時間だ。夫婦の寝室に入った二人は、どちらともなくお互いの身体に手を伸ばし、唇を重ね合わせる。

　性急に事に及ぶこともあったけれど、今日はいつも夕食にするたわいもないお喋りがまだだったので、二人で寝台に寝転がってぽつぽつ話した。

「そういえば、グレンダ様とジェフが愛人関係という噂が立っているとかいないとか」

「な、なにぃ!?　メ、メイヴィス、まさかとは思うが信じては」

「いないわ。それに、グレンダ様は男嫌いだって聞いたけれど、本当なの？」

　驚きのあまり身体を起こしかけたジェフリーは、メイヴィスののんびりした言い方に安堵した様子で、再び頭を枕に預けた。

「ああ。グレンダの男嫌いは筋金入りだな。理由もなく近くに寄られると問答無用で絞め技をかけているくらいだ。腕はいいがトラブルを起こしやすいという理由で、あちこち盥回しにされていた」

「まぁ、そうだったの」

「おれの副官に落ち着いたのは、腕があるのはもちろん、おれがグレンダに言い寄らず、色目も使わないからだと本人は言っていた。当然だ、おれがそうする必要があると思っているのはメイヴィスだけなのだから」

「うふふ、ふふふふっ、嬉しいわ。でも、あなたはもともとたくさんの女性と笑顔で話していたから、女ったらしとか軽薄男って言われていたわよね？　グレンダ様はそのへんは嫌悪なさらなかったの？」

「噂を聞いた時点では軽蔑しきっていたようだが、副官として務めているうち、噂は噂だとわかったらしい。なにより結婚してからのおれは、常にメイヴィスの絵姿を懐に入れ、休憩時間のたびに取り出しては、隅々まで眺めて語りかけ愛でていたからな。その姿を見て、この男は安全だと理解したようだ」

　……果たして安全なのかは、少し疑問が残るが。

　少なくてもグレンダにとっては、ジェフリーは自分を女として見ていない貴重な人間であると気づくきっかけになったことだろう。それなりの安心感を得られたなら、結果的にはよかったと言える。

「おれもおれで、令嬢たちと違って迫ってこないグレンダとは一緒にいても不快にはならない。これまでの副官はいずれも男だったが、事務仕事はてんで駄目でな。その点グレンダは女性だからか、書類仕事は丁寧だし、細やかで気配りもできるので重宝しているのだ」

「そうだったの」

　つまり、双方にとってちょうどいい関係だったというわけだ。納得するメイヴィスだが、なぜかジェフリーはハッと息を呑み、メイヴィスの肩を必死に掴んできた。

「だ、だが！　職務中とはいえ、おれの隣にほかの女がいるのがいやだというなら、グレンダのことは即刻遠ざけるが……」

「あら駄目よ。そしたらグレンダ様はまたトラブルメーカーに戻ってしまうし、ジェフだって事務仕事が大変になるのでしょう？　お互いお仕事の関係とわかりきっているのなら、これまで通り隊長と副官としてお務めするべきだわ。違う？」

　メイヴィスが首を傾げると、ジェフリーはなぜだか微妙な顔つきになった。

「うむむ……それは、メイヴィスの言う通りだ……。だがしかし、なぜだろう、そうあっさり受け入れられると、もうちょっと妬いてほしい……というような、女々しい感情が顔を出すのだが……」

「グレンダ様があなたに迫っているというなら、あなたが引導を渡す前に乗り込んでいって大暴れしてやるところだけど、そうじゃないんだもの。それにグレンダ様はとっても親切で、わたしが馬車に乗るときも助けてくださったわ。そんな方を私的な理由でどうこうするなんてできないわよ」

　きっぱり言い切ると、ジェフリーは「くう！」となぜだか眉を引き絞った。

「なんという明朗な考えだ……！　ああ、メイヴィス！　おまえは可愛いだけでなく賢いし冷静で素晴らしい女性だ！　おまえを妻にできるこの幸運を感謝したい！」

「お、大げさよ……ふへ、ふへへへへ……」

　恥じらいながらもやはり嬉しさは隠せず、くねくねしてしまうメイヴィスだ。

　だがその動きが相手の劣情を刺激したらしく、次のときには覆い被さられ、ジェフリーに熱く激しいキスをお見舞いされていた。

「あ、あんっ……ジェフ……。んんっ」

「ああ、メイヴィス、好きだ、毎日これ以上ないほど愛しているはずなのに、日に日に愛おしい思いが蓄積していく……っ、おまけに劣情もとどまらない！」

　はっきり口にしたジェフリーは己の夜着をさっさと脱ぎ捨て、ついでにメイヴィスの衣服も剥ぎ取る。素早いが決して乱暴ではない動きにきゅんとして、メイヴィスは自ら彼の首筋に腕を巻き付けた。

「うふふ、わたしもジェフがだぁい好き……」

「あああああ！　だから胸をくっつけるなと……っ、くっ、我慢できん！」

　ジェフリーは妻のほっそりした首筋に吸い付きながら、彼女の片足を持ち上げ、秘所にいきり立った己を擦り付けてくる。

　二度、三度と硬い肉棒が往復すると、くびれた部分に花芯が刺激されて、甘やかな快感が湧き出てきた。同時に最奥から熱い蜜があふれてくる。

　結婚式を挙げてからそろそろ一ヶ月、そのあいだほぼ毎日身体を繋げてきたために、メイヴィスは信じられないほど感じやすくなっていた。

「あんっ、ジェフ……あ、あああ、もう、これだけでもイっちゃいそう……っ」

「イけばいい、何度でも……！　ああ、メイヴィス！」

　ジェフリーが乳房に吸い付くのと、丸い亀頭が蜜口を押し開き、奥まで挿ってくるのはほぼ同時だった。まったくほぐされていない蜜壺は最初こそきつく収斂しゅうれんしていたが、何度か抜き差しするとすぐに潤って、熱く吸い付いていく。

　じゅくじゅくと音を立てながら抽送されると、頭の芯まで揺さぶられる感覚が生じて、メイヴィスはひっきりなしに甘いため息を漏らした。

「あ、あぁ、ジェフ……。んぅ、きゃ、あぁあ……っ」

「メイヴィス……メイヴィス……っ」

　ジェフリーも熱に浮かされた声音で妻の名を呼び、口づけてくる。

　彼の肉厚の舌に自ら舌を絡めながら、メイヴィスはめくるめく快感に呑まれて、その夜も何度も絶頂に達してしまった。

















第七話　とんだ勘違い












　昼は貴婦人主催の茶会や音楽会に顔を出し、夕方からは大規模な舞踏会や知り合いの家のパーティー、あるいは観劇などに出向いて、寝台に入ってからはジェフリーにたっぷりと快感を与えられる。

　なんとも幸せな毎日だったが、結婚から二ヶ月近くそういう日々を過ごしていると、さすがに少し疲れてきた。

　社交界デビューをして一年か二年ほどは両親とともに過ごし、雰囲気に慣れてきたところで結婚して奥方となる、という令嬢もいる中、女学校を卒業してすぐに社交界デビュー、結婚、一人前の女性として社交へ、という流れは、やはりプレッシャーを感じるものだったようだ。

（でも今夜は王妃様主催の王宮舞踏会だし、欠席はできないわ。うまいことやらなくちゃ）

　舞踏会の日は午前中から支度を始めるところを、あえて昼近くまで寝台で休み、準備のため起き上がったメイヴィスは、胸元が大きく開いた夜会用ドレスに急いで身を包む。

　支度が調う頃にはもう夕刻近くなっていて、彼女は小走りで玄関ホールへ向かった。

　だが意外なことに、車寄せにグレンダがたたずんでいるのを見つけて、メイヴィスは目を丸くしてしまう。

「まぁ、グレンダ様！　どうなさったのですか？」

「それが、奥様をお迎えに上がるはずの隊長が、急遽外国の大使の護衛に当たることになりまして。席を外せないとのことで、わたしが代わりにお迎えに上がりました」

　胸に手を当て、グレンダはキビキビと一礼する。

「そうだったのですか。お手数をおかけいたします」

「麗しいご婦人の護衛をさせていただくと思えば、これほどの誉れはありませんよ」

　恐縮するメイヴィスに、グレンダは蕩けるような微笑みで答える。すらりとした立ち姿といい、優しい言葉といい、ため息が出るほど格好いい。

（モニカの情報では、王宮の女官たちのあいだでグレンダ様のファンクラブが設立されているという話だけど……わたしも入ろうかしら……）

　そんなことをつい考えてしまう始末である。

　とにかく、馬車に乗り込み王宮へ向かう。この頃は馬車の振動でも頭が痛くなることが多いので、なるべくゆっくり進むように御者に頼んだ。

「奥様、まさかどこか具合が悪いのでは……？」

「このところ社交続きで少し疲れが出てきたようで……でも、寝込むほどではないし、こうして外出するのに問題はないわ。ご心配ありがとう」

　にっこり微笑むと、グレンダはほんの少し頬を赤らめた。

「いえ、出過ぎたことを申しました。時間もまだありますし、ゆっくり進みましょう」

　端から見ればのろのろとした速度ながらも、一行は無事王宮へたどり着く。

　会場までのエスコートもグレンダがしてくれるということで、ありがたくその腕に手を絡ませた。

（お相手は騎士とはいえ、女性にエスコートしてもらうのはとても新鮮だわ）

　おかげで少し楽しくなって、気分の悪さもなりを潜めたかに思えた。

　が、どうやら勘違いだったらしく、いざ大広間に入ると、ひとの多さと明かりのまぶしさに、目がチカチカしてきてしまう。

「わたしも警護の仕事に移りますので、あまり長くご一緒できないのですが……」

「ええ……大丈夫。あちらにわたしの友人がおりますの。そこまで送ってくださる？」

「もちろんです」

　心配そうなグレンダは快く頷き、相変わらず壁の花になって食べ物をつまんでいたモニカのところへ送ってくれた。

「噂の女騎士のエスコートで入ってくるなんて、なかなかやるわね、メイヴィス」

　グレンダが一礼して去っていくと、モニカがにやりとしながら近づいてくる。

「お褒めいただきありがとう……」

「……顔色が悪いわね。どこか痛むの？　座る？」

　扇で口元を隠しながら頷いたメイヴィスを見て、モニカはすぐに真顔になり、壁際の長椅子へ誘導してくれた。

「どうにも身体が重たくて……。環境が変わった疲れが出てきたのかしらね？　明かりを見た途端に、なんだか頭まで痛くなってきたわ」

「……確かに、そろそろ疲れが出てきてもおかしくない頃合いではあるけれど」

　首を傾げながらモニカは呟く。そのとき、二人の前を酒のグラスを持った給仕が通り過ぎていった。尾を引く酒の匂いを嗅ぐと頭痛がひどくなり、吐き気まで感じて、メイヴィスは口元を押さえる。

　モニカは、思い切った様子で口を開いた。

「メイヴィス、あなた、妊娠しているんじゃない？」

「えっ」

「結婚してちょうど二ヶ月でしょう？　初日から寝室に三日も籠もってやりまくって、そのあともしまくっていたんでしょう？　なら、もうできていてもおかしくないわよ」

　メイヴィスは扇で顔を隠すのも忘れるほど、ぽかんとしてしまう。まるまる三呼吸ぶんほど呆然としていたが、やがてじわじわと頬を赤らめていった。

「……そ、そうなの、かしら。……確かに、結婚してから月のものもきていないわ」

「ほら、やっぱり。そうとわかったら休んだほうがいいわ。休憩室に行きましょう」

「でもきたばかりで……王妃様へのご挨拶もまだだし……」

「そんなの、旦那様に事情を話して、謝ってもらえば済む話よ。ほら、立てる？」

「なんとか……」

　漂う人混みの匂いにすっかり頭痛がひどくなって、メイヴィスはモニカにもたれるように立ち上がる。動きやすい格好ならまだしも、二人ともスカートを大きく膨らませた夜会用のドレス姿だ。くっついていてはとても歩けたものではない。

　辺りを見回したモニカは、ある人物を見つけると大きく手を振って合図した。

「ちょうどよかったわ。彼女を支えてあげてちょうだい」

「え、いったいどうしたの？　大丈夫ですか？」

　やってきたのは、モニカに蕩けるような笑顔を向けていた、あの野暮ったい青年だった。

　彼はモニカに呼ばれてにこにこやってきたものの、真っ青になっているメイヴィスを見てぎょっと目を瞠る。

「休憩室まで送ってあげてちょうだい。言っておくけど、変なことはしないでね。この子はわたしの親友なんだから」

「わかっているよ、モニカ。君はどこへ行くの？」

「この子の旦那様を見つけてくるの。今日は国王陛下の警護かなにかでいないの？」

「いいえ、外国の大使の警護だって……」

「……それならさっきの副官を見つけたほうが話は早そうね。とにかく、メイヴィスを休憩室へ。お願い」

「わかった」

　モニカは言うだけ言うと、すぐに踵を返して人混みに消えていく。残されたメイヴィスを、青年はゆっくり広間の外へ誘導していった。

「大丈夫かい？　君さえいやでなければ、抱えていくけれど」

「いいえ、そこまでは……。大丈夫、歩けますわ」

　抱えてもらうのが気恥ずかしいと言うより、彼のひょろっとした腕で抱え上げられるのかがいまひとつ疑問だったので、丁重に断る。ジェフリーだったら迷わず抱えてもらっていただろうと思うと、少し笑いが漏れた。

「よかった、笑える元気があるなら大丈夫かな。ゆっくり歩きますね」

「ありがとう……。あの、不躾ですが、あなたのお名前を聞いても？　親友とお付き合いしている方の名前なら、わたしも知っておきたいわ」

「フェルマーと言います。ま、まだ正式なお付き合いまではいっていないんですが、そのぅ、モニカさんとは読書仲間で……」

　恥ずかしそうに真っ赤になりながら、フェルマー青年は笑顔になった。

「モニカはすごく博識なんです。文官を務めている僕でもびっくりするほどたくさんの本を読んでいて……。彼女と本について話していると、時間があっという間に過ぎて、毎度驚かされます。端から見ればおかしいんでしょうけど、こうして舞踏会で会っても、二人して本の話ばかりで、ちっとも踊ったりしないんです。でも、楽しいんですよ」

　そう語るフェルマーの横顔は幸せに満ちている。彼もまた社交より本を読んでいるほうが好きな変わり者で、だからこそモニカと気が合ったのだろう。

「モニカもダンスや社交より本のほうが好きだから、きっと同じように思っているはずですわ。あなたのことを話すとき、彼女もとても嬉しそうなんですよ」

「そ、そうなんですか？　うっ、うわぁ、うわぁ、嬉しいなぁ……！　こ、今度、家にお招きして、僕の書庫を見てもらう約束なんです」

「じゃあ、そのときに彼女をご両親に紹介して……？」

「そ、そそそっ、そこまでは考えていませんでしたがっ」

「是非、考えてあげてください。もちろん、彼女には事前に相談して。……きっと喜んでくれると思うわ」

　フェルマーは耳まで真っ赤になっていたが、「考えてみます……」と呟いた横顔には、喜色のほかにも真剣な思いが滲んでいた。

（よかった。この方と一緒になれば、モニカもきっと幸せになれるわ）

　クールで時々辛辣なモニカだけれど、心を開いた相手にはとても優しく、頼りになる姉御肌なのだ。この、頼りなさげだけれど愛するひとを温かく包んでくれそうなフェルマーとは、きっとお似合いだろう。

　二人の幸せを祈っているうちに、休憩室にたどり着く。広間の熱気から離れたことと、フェルマーと前向きな話ができたことで、少し気分もよくなっていた。

「メイドを呼んできますので、横になって休んでいてください」

「ありがとう。感謝しますわ」

　フェルマーがすぐに知らせてくれたおかげで、待つことなく王宮のメイドがやってきた。

　彼女の手を借り、きついドレスとコルセットを脱いで、シュミーズ姿で横たわる。

　締め付けがなくなっただけで、ずいぶん楽になった。

（やっぱり妊娠しているのかしら？）

　腹のあたりを押さえて、メイヴィスはドキドキと高鳴り始めた胸の鼓動を意識する。

　だが、妊娠すると匂いに敏感になったり、吐き気を催すことが多くなったりすると聞いている。メイヴィスの本日の症状は身体のだるさと頭痛だ。つわりで頭痛が起きるのだろうか？

（うーん、微妙……）

　下手なことを言ってジェフリーをぬか喜びさせるのも申し訳ない。とにかく、ジェフリーがきたら体調が悪いことだけ伝えて、家に帰ろう。明日にでも医者を呼び寄せて診てもらえばいいだろうし。

　そう考えると気持ちは少し落ち着いてきた。相変わらず頭は痛いが。いつもなら薬を飲むところだが、妊娠している可能性を考えると下手なことはできない。

「うぅ、ジェフ、早くきてちょうだい……」

　今はただそれを祈るのみである。

　と、扉の向こうからドドドドド！　とものすごい足音が聞こえる。

　ジェフリーがきたのかも、と目を輝かせたメイヴィスだったが、扉をぶち破る勢いで入ってきたのは、なんとグレンダだった。

「奥様!!　倒れたと聞きましたが大丈夫ですか!?」

　メイヴィスはあんぐりと口を開けてしまう。グレンダが叫んだ内容もそうなら、彼女が息せき切って飛び込んできたのも驚きだ。

「え、えーと、倒れてはいませんけれど」

（具合が悪くて倒れそうだ、とでも説明されたのを、大げさに受け取られてしまったのかしら？）

　グレンダにメイヴィスのことを伝えたのはモニカのはず。たとえ親友が倒れても冷静に状況を見極めるであろう彼女が、不用意なことを言うとは考えられない。

　が、クールビューティと言うにふさわしいグレンダが早とちりをしたというのも、なかなか考えづらかった。

　しかし、グレンダは大股で寝台に近寄ってくると、メイヴィスの全身にさっと目を走らせ、大きく息を呑む。メイヴィスは思わず毛布を引き上げた。着ていたシュミーズは薄い生地で、下手をすると肌が透けて見えそうだったので。

（昨夜ジェフがつけた痕もたくさん残っているし……！）

　前回同様に指摘されては恥ずかしすぎる。

　だが、グレンダはまさにそこを口にしてきた。

「奥様、やはりあなたは隊長から連日責め苦を受けているのではありませんか？　ぱっと見ただけでも無数の痕があるのがわかりました……。先日も足腰を痛めていた様子でしたし、今日に至ってはお身体の具合も悪いのに、大規模な舞踏会に駆り出され、あげく夫に放置されて……！　とても奥様を大事にされているように思えません!!」

「えっ、えぇええ……？」

　メイヴィスとしてはこの上なく愛されているつもりでいただけに、少し戸惑ってしまう。

　しかしグレンダは握った拳をぶるぶる震わせ、ひどく恐ろしい形相で歯ぎしりした。

「隊長は軽薄な女ったらしと言われていましたが、実際に深い関係になる女性は見たことがなかったし、わたしにも下卑た目を向けることもないので、男にしてはめずらしく紳士なのだと思っておりました。なのに……よもやか弱い奥方を、連日疲弊させるほど痛めつけていたなんて……！　なんという悪辣な男！　すっかり見損ないましたッ!!」

　おまけにそんなことを言い出す始末だ。メイヴィスは大いに慌てた。

「グ、グレンダ様、誤解です！　わたしは夫にひどく扱われてなんていません……！」

「ですが、隊長は結婚前は多くの方と浮名を流していました。奥様はそのことに傷ついたのではありませんか？」

「うっ、それは」

「今の隊長は奥様一筋のように見えますが、そのせいで奥様が傷ついていたと言うなら、やはりこのグレンダ、とても捨て置くことはできません！　あなたのような美しい方を、けだものたる無礼な男の毒牙から護ることこそ、わたしの騎士としての務めなのです!!」

　目をらんらんと輝かせ、グレンダはかつてないほど決意に燃えた面持ちで宣言する。だがそれは大いなる勘違いだ。

　メイヴィスは必死に「ですから誤解ですって……！」と言い募るが、グレンダはもはや聞いていない。

「奥様、正直におっしゃってください。もし隊長から無体を強いられて苦しんでいるというなら……このグレンダ、あのけだものが二度とそのようなことできぬよう、この剣であそこを切り落としてきますので!!」

　あそこ、といいながらグレンダが腰の剣をぐっと握ったのを見て、メイヴィスは頭痛も忘れて「えぇええええええッ!?」と大声を上げてしまう。

（早く誤解を解かないと、ジェフの立派なあそこが切られちゃう……！）

　――絶対にだめえええええ！　とメイヴィスは真っ青になった。

「ま、待ってくださいグレンダ様！　お願いだから早まらないでー！」

　毛布を撥ねのけたメイヴィスはグレンダに抱きつく。怒りのまま出ていこうとしたグレンダだが、女性に無体はできないのか、悔しげに身をよじった。

「く！　そうまでして隊長をかばうなんて……っ、よもやわたしが失敗したときのことを心配されているのか？　さらなる仕置きを受けるのではないかと恐怖して！」

「違いますってば！　そもそもわたしはジェフにひどいことなどされていません！」

　なんとか話を聞いてほしくて、グレンダの前に回り込んでひしっと抱きつく。

「グレンダ様が心配してくださるのは嬉しいですけど……わたしは本当に大切にされていますから！　こ、この胸の痕は、ジェフにたっぷり愛してもらった証みたいなもので……わ、わたしは見るたびすっっっごく幸せな気持ちになっていますし！」

　それを告白するのは勇気がいったが、ジェフリーに剣を向けられるよりはずっといい。羞恥心を引き剥がし、メイヴィスは必死に言い募った。

「お願いですからジェフに剣を抜こうとなさらないで！　も、もし、ジェフに剣を向けるようなことになれば……っ、グレンダ様のこと、嫌いになっちゃいますからね!!」

「んなっ……!!」

　かなり子供じみた主張だったが、なぜだかグレンダは雷でも落とされたかのような表情になった。

「そ、そんな……！　奥様のような可憐な女性に嫌われたら、わたしは……！」

「メイヴィスぅううううううううう!!　倒れたと聞いたが無事なのかッ!?」

　タイミングがいいのか悪いのか、再び扉が外れるほどの衝撃でぶち破られる。入ってきたのは、今度こそジェフリーだった。

　が、しかし、扉の前でひしと抱き合う自分の妻と副官を前に、彼はあぐっと口を開けて呆然と仁王立ちする。メイヴィスたちも驚きのままピシッと固まってしまった。

「……メ、メ、メイヴィス!?　おまえなぜグレンダと抱きついて……。ま、まままままっ、まさか、グレンダと浮気をしていたんじゃ――ッ!?」

「どうしてそうなるのよ!?　わたしとグレンダ様はそんな関係じゃありません！」

　抱きついているだけで浮気を疑われるなど心外だ。

　だがグレンダのほうはそう思わなかったらしく、目に見えぬ速さで剣を抜くと、切っ先をジェフリーに向けてしまう。

「今、あなたの獣じみた所業が明らかになったところです！　女の敵め！　奥様のようなか弱く華麗な女性に対し、連日連夜、足腰が立たなくなるほどの責め苦を味わわせるなど……っ、恥を知るがいい!!」

「ぐ、グレンダ様、そんな大声で言わないで――！」

　グレンダといいジェフリーといい、大きな物音を立てて入室したものだから、外の扉からも部屋の奥からも、衛兵やメイドが何事だとのぞき込んでいるのだ。恥ずかしすぎる。

「なんの話かわからないが……おれはメイヴィスに責め苦を味わわせてなどいない！　連日連夜、寝台で愛を深めているだけだ!!」

「その所業がけだものの為せる技だと言うのです！　隊長のことは妻思いの一途な男だと一目置いていたのに……！　ここで成敗してくれる!!」

「どうやら考え違いらしいが、おまえがそう言うならおれも相手になってやる!!」

　グレンダがどうにも止まらないと見てか、ジェフリーまで剣を抜こうとする。

　広々とした休憩室とはいえ、騎士が剣を振り回すには不適切な場所であることは間違いない。

「ふ、二人ともやめてーッ!!　そのっ、わたしが体調を崩したのは、もしかしたら妊娠しているからかもしれないのおおおおッ!!」

　拳を握り、腹の底から声を響かせて、メイヴィスはなんとか二人を止めようとする。

　決死の叫びは功を奏し、今にも斬り結ぼうとしていた二人は、ピタリと動きを止めた。

「……え……。……妊娠？」

「まさか、奥様が体調を崩されていたのは妊娠初期のため……」

　メイヴィスはこくこくこくと頷く。

「だから、二人とも、剣を収めて。お腹の赤ちゃんの前で物騒なことはやめてください！」

　薄っぺらな腹をわざと突き出すようにして、メイヴィスは母親の威厳が感じられるように低い声で叱りつける。すると二人の騎士はあたふたと剣を収めた。

　見物していた面々も、ほーっと息をつく。

　と、そこで、一人のメイドがぺらっと手を上げた。

「あのぅ、これって、もしかしていつものあれですか？　グレンダ様が勘違いして、やらかしちゃってる感じの」

「む……なんだそれは」

　ジェフリーが眉根を寄せる。

　聞けば、大の男嫌い――それも妻や婚約者、若い娘に無体を強いる男が大嫌いなグレンダは、これまでも配偶者や父親に虐げられている女性の噂を聞くと、正義感から乗り込んでいって、悪い男たちを成敗することを繰り返していたらしい。

　実際に被害に遭っていた女性たちからは感謝されているグレンダだが、出撃の半分くらいは誤解や勘違いにより不発になったり、逆に夫婦仲をこじらせる原因になったりと、割とはた迷惑な様相を呈しているとのことだった。

「グレンダ、おまえ、おれがメイヴィスにしか目がないことを知っていながら、なぜおれが妻に無体を強いるような男だと……っ」

「そうは言っても、隊長はご結婚前は女ったらしと評判だったではありませんか！」

「そっ、それは、確かにそう噂されていたが、おまえ自身がおれに下心はないと判断したのだろうがっ。メイヴィスにだってちゃんと事情は説明して……」

「ですが当時の奥様がその手の噂で傷ついたのは事実です。今日は妊娠初期とのことで体調が悪いのは当然ですが、以前ご自宅までお送りしたときも足腰が立たないご様子で、とてもつらそうだったのですよ!?　今も胸元にあれほどの吸い痕が……！　あれをけだものの所業と言わずになんと言うのですか！」

　ギャラリーの視線がメイヴィスの胸元に注がれて、シュミーズ一枚だったメイヴィスは「きゃあっ」と悲鳴を上げて座り込んだ。

　よくできたメイドがすぐにやってきて、ガウンを羽織らせてくれる。急いでそれに袖を通すあいだ、ほかのメイドたちがきゃっきゃっと声を上げていた。

「まぁっ、本当にすごいキスマーク。所有欲と独占欲の表れですわね」

「お熱いですわぁ。さすが新婚のご夫婦！」

「やっぱりジェフリー様は奥様一筋だったのね。いろんな令嬢たちが『声をかけてもらえた』って騒いでいたけど、あれって単に愛想よくされたってだけで、火遊びの相手に選ばれたひとはいなかったものね？」

　王宮に仕えるメイドたちは、舞踏会の夜に誰と誰が休憩室にしけ込んでいたかをしっかり把握している。その中にジェフリーはいなかったとわかって、ちょっとほっとするメイヴィスだ。

　同時に、ここで起きたことはメイドたちに筒抜けなのだとわかると、前回の舞踏会でのあれやこれやが思い出されて、肌がかっかっと真っ赤になってしまった。

　……とはいえ、メイドたちの言葉にグレンダが顔をしかめている今こそチャンスだ。

　メイヴィスはガウンのあわせをしっかり握って、一歩踏み出した。

「何度も言っていますが、わたしは無体をされたのではなくて、その、ちょっと激しく愛されただけなんです！　ジェフリー様はわたしを大切にしてくれるし、確かに少し、けだものっぽくなる瞬間はありますけれど、それはそれでまた、いいと言うか、その、きゅんきゅんしちゃうと言いますか……っ」

　真っ赤になった頬を押さえてくねくねするメイヴィスに、メイドたちも「いや～ん」と、そろってくねくねする。扉のそばにいる衛兵たちは冷やかしの口笛を吹いた。

「と、とにかく、おれは誓ってメイヴィスに無体なことはしていない！　確かに、その、理性がぶっ飛んで続けていたしてしまうときはあるがっ、メイヴィスを傷つけようと思ってやっているわけではないのだ！」

「ヒューヒュー！　隊長、格好いい！」

「うるさいッ！　さっさと持ち場に戻らんかッ！」

　部下たちの冷やかしを一喝して、ジェフリーはすぐさまメイヴィスに近寄ってくる。そしてその身体をひょいっと抱き上げた。

「とにかく！　妻は妊娠しているかもしれないから、すぐに連れて帰る！　大使の護衛は別部隊の隊長に引き継いできたから心配いらない。そういうことで、おまえらもさっさと持ち場に戻れ！」

「はいはい、了解です。いやぁ、いい見世物だったなぁ！」

「見世物じゃないッ!!」

　どやどやと去っていく部下たちを怒鳴りつけながらも、ジェフリーはすぐに走り出す。

　メイヴィスは慌てて夫の背中越しにメイドたちに手を振った。

「あの、お騒がせしました！　グレンダ様もそういうわけだから心配しないでー！」

「お気をつけてお帰りくださいませ～」

　メイドたちもひらひらと手を振り返す。そして静けさの訪れた部屋で、再び「きゃあっ」と噂話に花を咲かせた。

「聞きしに勝る溺愛っぷりね、ジェフリー隊長ったら！」

「堂々と宣言しながらも真っ赤になっていらして、なんだか可愛らしいというか、微笑ましいというか」

「奥様のメイヴィス様も似たような感じで、お似合いよね～！」

　そんな笑顔のメイドたちと対照的に、どかっと座り込んで床に拳を打ち付けていたのがグレンダだ。

「くっ……！　だが、それにしても腹が立つ！　大型の獣じみた隊長に、奥様のようなか弱く麗しい美少女が毎夜貪られていると思うと……！」

　綺麗にまとめた髪をぐしゃぐしゃにするほど苦悩するグレンダに、メイドたちはまたコロコロ笑う。

「グレンダ様の男嫌いは割と知られているけれど、無類の美少女好きであることは意外と知られていないのよね」

「メイヴィス奥様みたいな小動物系の可愛らしいご令嬢は、グレンダ様の好みのど真ん中だったものね」

「恋破れたり、なのね、グレンダ様。おかわいそうに」

　いたわりの声をかけながらも、メイドたちの瞳はうきうきキラキラと輝いている。

「好みのお嬢様をかっさらわれて哀愁を漂わせるグレンダ様も、やっぱり素敵よねぇ……」

　――王宮勤めのメイドたちにとって、城に渦巻く恋愛模様はもはや日々を潤すための栄養剤だ。

　妻を溺愛する近衛兵隊長も、その可愛らしく初々しい妻も、彼女を慕って行動を起こし空回りした女騎士も、すべてが日常を彩る真新しくも輝かしい話題！

　しばらくはこの三人の話で楽しい思いができそうね、と、メイドたちは今日も少々腹黒い心持ちでうっとりと微笑み合うのだった。

















第八章　大好きな旦那様












　家に帰り着いたときにはもう遅い時間になっていたが、ジェフリーはかまわず医者を呼びつけた。眠たそうな目を瞬かせながらやってきた医者は、メイヴィスを診察後、のんびりと首を傾げる。

「妊娠しているとは思えませんなぁ。単に環境の変化でお疲れが出ただけでしょう。月のものが遅れているのもそういったことが関係しているかと。仮に妊娠していたとしても、まだ初期の段階ですので、はっきり『できた』とは申せません。もう一週間ほど様子を見て、それでも月のものがきていなければ、また診察いたします」

　曖昧な診察結果に、ジェフリーは「とんだ藪医者だっ」と怒ったが、実際は医者の言う通りだった。

　単に疲労が溜まっていただけらしく、メイヴィスは翌朝には熱を出し、二日ほど寝込むことになった。そして回復してくると月のものが始まって、数日前からのだるさも頭痛も、すべてこの前兆だったとため息をつくことになったのだった。

「ごめんなさい、ジェフ。ぬか喜びさせてしまって」

「なにを言うか！　むしろおまえに気づかぬうちに無理を強いていた、おれのほうこそ謝らなければ。もっと早くおまえの体調に気づいていれば……」

　深く頭を下げて唇を噛むジェフリーに、メイヴィスは「そんなことはないわ」と言おうとするが……

「その通りですよ、旦那様。これを機に奥様に連日連夜甘えるのはおやめください」

「奥様も、いくら旦那様のことが好きで、旦那様のためにあれこれ頑張りたいと思っても、無理をしてまでやることはありません。体調が悪いときはちゃんと言ってくださいね」

　屋敷の執事と家政婦長にそれぞれたしなめられて、新婚夫婦はそろって「はい……」と返事をするのであった。

「赤ん坊のことは確かに残念ではありますが、仲のいい夫婦はなかなか子供を授からないものと言いますよ？　お二人があまりに仲睦まじいから、お子様もまだまだくるのは先にしようとお考えかもしれません」

「そ、そうなの？」

「そうですとも。それに、お二人ともお若いのですから、あと一年や二年は新婚生活を楽しんだらよろしいのです。そう思えば奥様も少しは肩の力が抜けるでしょう」

　……確かに、そうかもしれない。

　結婚したらすぐに跡継ぎを作るものだと思っていたが、いざ子供が生まれれば子育てに気を取られ、ジェフリーと濃密な時間に過ごすのは難しくなることだろう。

（これまでお互い学校に行ったりして、あまり一緒にいられなかったぶん、もうちょっとジェフと二人きりを堪能したいかも……）

「――まぁ、それはそれとしまして。奥様におかれましては、お医者様からは無事に『いつも通りにお過ごしになっても大丈夫』とのお墨付きを、先ほどの診察で得たわけですが」

「くれぐれも、あまり遅い時間まで愛し合ったりなさらないようお願い申し上げます」

　と、主夫妻にしっかり釘を刺して、執事と家政婦長は夫婦の寝室をあとにした。

　残されたメイヴィスとジェフリーは、叱られた子供のようになっていた顔を見合わせ、どちらともなく小さく笑う。

「執事たちはああ言うが、うむむ、あまり自分を抑えられる自信がないな……。メイヴィスの愛らしさを前にすると、あっという間に理性が吹き飛ぶ。おまえが発熱してから十日ほど、まるでふれていなかったから、なおさらむしゃぶりつきたい」

「わたしも、たくさん愛してほしいわ」

　素直な気持ちをぶつけると、ジェフリーは「ああああ、本当に止まらなくなるからやめてくれっ」と、本気でうめいていた。

「大丈夫よ。しばらく社交の予定は入れないことにしたし。もし遅くなっても昼まで寝ていられるわ」

「そんな言葉でおれを誘惑するなんて、メイヴィスは時々本当に悪い子になるな」

　そう言いながらも、ジェフリーはもうメイヴィスの身体に手を伸ばして、夜着越しに乳房を揉んでいる。少しもせずにもどかしくなったらしく、すぐに脱がしにかかった。

「んっ……ジェフは、悪い子のわたしはいや……？」

「そんなわけがあるかっ。どんなメイでも愛している」

　嬉しい、と微笑むと、ジェフリーはたまらない様子で口づけてきた。

　舌を絡めるキスも、乳首を硬い手のひらで転がされる快感も、なにもかも心地よくてうっとりする。久々に身体を重ねるのが気恥ずかしくも嬉しくて、乳首はすぐにピンと尖り、彼を迎えるところはジンと熱を持った。

「ジェフ……。ああ、ジェフ……っ」

「メイヴィス、可愛い……。耳まで真っ赤になって」

「やぁあん……っ」

　耳をそろりと舐め上げられ、メイヴィスはビクビク震える。耳孔のあたりで舌を動かされると、あらぬところまで舐められている錯覚に陥り、勝手に腰が揺れてしまった。

　早くジェフリーが欲しくて、その腰に足を絡めてぐっと引き寄せてしまう。

「くうっ、そう焦るな。出てしまうだろうが！」

　ジェフリーが真っ赤になって、すぐさま自分も脱ぎにかかる。たくましい身体が露わになるだけで、メイヴィスはこくりと喉を鳴らしてしまった。

「ジェフの、もう大きくなって……」

　メイヴィスは恍惚とした面持ちで、ついジェフリーの逸物に手を伸ばす。そろりと撫でると、ジェフリーは「うっ」と腰を震わせた。

「これがいいの？」

「……うっ、うぁ、メイヴィス、そんな技をどこで覚えた……っ？」

　メイヴィスとしては、単に彼の竿を握って上下に擦っているだけなので、技と言われてもピンとこない。が、ジェフリーを見ていれば気持ちいいのだということはわかる。

「いつもわたしばかり気持ちよくしてもらっているもの。たまにはわたしもジェフを悦ばせたいわ」

「な！　そ、そそそそんな可愛いことを言われては心臓が止まって……あう！」

　竿から先端へ行く途中のくびれた部分を親指で擦り上げると、ジェフリーが腰を抜かしそうになった。

「ここなの？」

「あ、あぁあ、メイヴィス、メイヴィスぅ――ッ……!!」

　――気づけば仰向けに倒れるジェフリーに、メイヴィスが馬乗りになる形になっていた。

　しかしメイヴィスはふれるたびにビクビクッと震える男根と、どんどんあふれてくる先走りに夢中になっている。

　だが好奇心のまま動くことができたのはそこまでだ。ぐぅっと歯を食いしばったジェフリーが、メイヴィスの腰をがっちり掴んで、自分の男根の上に誘導した。

「もう我慢ならん！」

「あ、あぁんっ！　ジェフ、そんなにしちゃだめぇぇえ！」

　反り返った剛直を自ら掴み、ジェフリーはその先端でメイヴィスの花芯を刺激してくる。一番感じやすい花芯を濡れた先端でぐりぐりと圧され、卑猥な光景も相まって、メイヴィスはびくびくっと全身で感じてしまった。

「あっ、ひぃ、んくぅうう……！」

「ああ、そんな自分から足を開いて……っ、欲しいのか、メイヴィス？」

　メイヴィスはこくこくと激しく頷く。

「欲しい、の……っ。さっきから、ずっと奥が熱いのぉ……！」

　ジェフリーの男根を探っているあいだも、なぜだか胸と腹の奥がきゅんきゅんして、勝手に蜜がこぼれてきていたのだ。まったくほぐされていなくても関係ない。すぐに奥まで満たしてほしい！

「くぅ、メイヴィス……！」

　ジェフリーはすぐに先端を蜜口へ移動させて、ぐっと突き入れてくる。

「はぁあああん……っ！」

　腰奥が燃えるように熱くなり、小さく達したメイヴィスはびくびくっと喉を震わせる。

　だが衝撃が冷めないうちに激しく抽送を開始されて、メイヴィスは気持ちいいあまり上半身をのけぞらせながら、あ、あ、とか細く喘いだ。

「あぁ、も、そんなに、したら……っ、あああぁあん、イっちゃうぅうう……！」

　肉棒がぐっと押し上げてくるたび、お互いの肌が当たってパンパンと音を響かせていく。

　その合間にぐじゅぐじゅと淫らすぎる水音が聞こえてきて、メイヴィスは激しく揺さぶられながらいやいやと首を振った。

　だがメイヴィスが眉を引き絞り目元を真っ赤に染めているのを見て、ジェフリーはますます動きを激しくしていく。

「や、やぁあぁああッ！　おく……っ、だめぇええ！」

　真下からずんずんと突き込まれて、メイヴィスは息も絶え絶えになる。蜜にまみれた膣襞を肉棒が擦っていくたびに、ゾッとするほどの喜悦が襲った。

「あ、あぁああん、やぁ、はぁ、はぁぁあっ……！」

「う、おお、メイヴィスぅ――ッ!!」

　身を起こしたジェフリーが、メイヴィスの身体を掻き抱いて獣のように吠える。二人同時に達して、きつく収斂する襞の奥に、欲望の飛沫がこれでもかと叩きつけられた。

「あぁあ、まだだ、まだ足りない……！　メイヴィス、もう一度……今度はうしろから責めてやる」

「あんっ！　そんな、繋がったままなんて……きゃぁああんッ！」

　肉棒を埋められたまま身体をうつ伏せにされて、腰を抱えられたメイヴィスは甘やかな悲鳴を上げる。抽送はすぐに始まって、メイヴィスはめくるめく快感にどうしようもなく溺れていった。
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　――こうして、病み上がりとは思えないほど長く身体を繋げてしまった二人は、翌朝起こしにきた家政婦長と、事情を聞きつけた執事に、またこっぴどく叱られたという……






　　　　　＊＊＊＊＊






「――で、病み上がりにもかかわらず励んだ結果、今度こそ妊娠した、と」

「そうなの。おかげでこんな格好でお出迎えになってしまって……ごめんなさい、モニカ」

　それからさらにひと月後。すっかり夏に移ろった爽やかな季節の中、枕にもたれ寝台に腰掛けていたメイヴィスは、苦笑いで親友に詫びた。

「別に、そんなことは気にしないわ。むしろ大事なときに訪問して、こちらこそごめんなさいね。あと、一ヶ月前の舞踏会で妊娠じゃないかと指摘して、あなたをむやみに悩ませたことも、合わせて謝罪しておくわ」

「あれはもういいのよ。ほら、結局すぐに妊娠したわけだし」

「気分は悪くないの？　昼間から寝台にいるってことは、つわりがひどいんじゃ……？」

　さすがに心配そうなモニカに、メイヴィスは肩をすくめた。

「たまに気持ち悪いときがあるけれど、出歩けないほどじゃないわ。でも、ジェフが『安定期に入るまで絶対安静にしていてくれ！』って。そうじゃないと心配で仕事にもいけないと言うものだから、昼間でも横になるようにしているの」

「溺愛も行き過ぎると過保護になるのね……。まぁいいわ。今日はこれを渡しにきたの」

「なぁに、手紙？　――まぁ！　結婚式の招待状……。ということは！」

「あれからお互いの両親に正式に挨拶して、無事にこういうことになったわ」

「おめでとう、モニカ！」

　親友からの嬉しい報告に、メイヴィスは思わず抱きつく。モニカもいつもに比べ柔らかな笑顔でハグを返した。

「お互い嬉しい報告ができてよかったわ。式は二ヶ月後だから、そのときはあなたも出歩けるようになっているでしょうし」

「もちろんよ！　ジェフがなんと言おうと、親友の結婚式よ、絶対に駆けつけるわ！」

「ありがとう」

　そう微笑み合ったとき、ジェフリーが帰宅したとの知らせが入ってくる。

「溺愛と過保護が行き過ぎた旦那様に嫉妬されるのは御免だから、その前に帰るわね」

　モニカはそう言って、さっさと帰っていった。

　そして入れ替わりに入ってきたジェフリーは、なぜだかそわそわと落ち着かない。

「メイヴィス、あのな、陛下の視察に同行した先で、こんなものを見つけて……」

「まぁ！　とても可愛い産着だわ」

　ジェフリーが差し出した赤ん坊用の服を前に、メイヴィスは目を輝かせる。

　が、すぐに眉を吊り上げた。

「でも、いい加減に買いすぎだと思うわ、ジェフ。あそこのチェストはもう赤ちゃん用の服と帽子と手袋でいっぱいよ。赤ちゃん用の寝台もバスタブも、屋敷に三つも四つもあるわ。まだ生まれてもいないのに、歯固めのおもちゃや歩行器まで買って！　いくらこれまでのお給金を貯め込んでいたと言っても、明らかに浪費のしすぎです！」

「うぐっ！　お、おれもそうは思うが、目につくとついつい買ってしまうのだっ。どれも可愛くて、全部生まれてくる子に与えたいと思ってしまうのだー！」

　ジェフリーはもうどうしようもないという面持ちで謝ってくる。

　その気持ちはわからなくもないが、メイヴィスはつんっと唇を尖らせた。

「でも、わたしだって自分の目で見ていろいろ選びたいわ。それに……どうせなら、あなたとお店を回って、一緒にお買い物もしてみたい……」

「メ、メイヴィス……っ」

「だから、これ以上一人であれこれ買ってこないで。ね？」

　上目遣いで首を傾げてお願いすると、ジェフリーはずっきゅーんと胸を打ち抜かれた様子でのけぞった。

「くっ、う……！　……わかった！　最愛の妻にそうねだられては断れんっ」

「ありがとう、ジェフ！」

「だが、その上目遣いはやめてくれ！　押し倒したくて仕方なくなる……安定期に入るまではと抑えている状態なのだ……っ」

　医者からは激しくなければ性交してもいいと言われている。が、すれば絶対に激しくなるとわかっているジェフリーは、絶賛禁欲生活中なのだ。

　メイヴィスも正直物足りないときがあるが、腹の子が今は一番だ。しかし……

「キスだけなら……。ジェフ、キスならいくらでもして大丈夫だから、ね？」

「あああああっ！　だからその上目遣いはやめてくれぇええええ！」

　ジェフリーは頭を抱えて叫んだが、結局、妻の懇願に折れて、柔らかなキスを贈る。

　これ以上はいけないと思いつつ、最後はやはり舌を絡める深いキスになってしまったのは、もはやご愛敬だろう。

（ジェフ、あなたが大好き。――愛しているわ）

　もちろん、腹に宿る彼との愛の結晶のことも、心から愛おしい。

　生まれる前からこの状態なのだ。きっとジェフは最高の夫だけではなく、最高の父親にもなるだろう。

　そのことを幸せに思いつつ、メイヴィスは夫からの熱烈なキスに、今日もうっとりと頬を染めるのであった。
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